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2019
夏休みのイベント
大集合！

熱
い
夏
が

　やっ
て
く
る
！

第52回 親子・一般カヌー教室

7月21日（日）9：00～
カヌー研修センター
先着20組（2人1組）
1人　1,000円
7月2日（火）～17日（水）

沙弥島海開き
7月16日（火）10：00～
沙弥海水浴場

市営バス臨時便運航！！
7月13日（土）～8月31日（土）までの間、
坂出駅前～東山魁夷せとうち美術館間
（沙弥島万葉会館経由）の臨時便を運
行します。
坂 出 駅 前 発　10：10　16：00
沙弥島万葉会館発　10：39　16：29

夏休み親子下水道見学会

7月22日（月）、24日（水）、26日（金）9：30～12：00
大束川浄化センター（宇多津町）
小学生（保護者同伴）
各日先着20組
事前に電話・FAX・メールにて  
（空きがあれば前日まで受付）

時
場
定
料
申

時
場

時
場
対
定
申

学ぶ！！未来のトンボ学校

7月22日（月） 800円 自然観察＆収穫したテングサでところてん作り

7月25日（木） 800円 里海体験＆動くおもちゃ作り

8月  7日（水） 1,400円 ピザ作り＆焼き板作り

8月16日（金） 1,100円 ピザ作り＆竹を使って水鉄砲作り

9：30～15：30（坂出駅から路線バス利用可）
交流の里おうごし　　　　小学生
各回30人（受付開始日に定員を超えた場合、  
初日申込者で抽選）
7月3日（水） 8：30から

料 内

料 内

料 内

料 内

時
場 対
定

申

王越とんぼプロジェクト
香川県絶滅危惧種のトンボが確認された王越
で、「とんぼの里」再生を目指して地元の人
を中心に王越とんぼランドの水路や遊歩道の
整備を行い、新しい「とんぼランド」が完成

しました。今後、とんぼラン
ドを活用し、自然環境学習や
自然観察会などを通じて王越
の魅力を発信します。

王越とんぼウォッチング  
 ～自然観察＆工作体験～

生まれ変わった「王越とんぼランド」の落成
式を開催します。自然と昆虫の観察や工作
体験もできます。※小雨決行
7月15日（祝）8：30～12：30
交流の里おうごし（正門）集合
先着50人（小学低学年は保護者同伴）
無料
7月5日（金）申込締切

時
場
定
料料
申

わくわく！さかいでっ
こ探けん隊

申込要・参加費無料

市生涯学習課　☎44・5025　  46・7140　 y-sakane@city.sakaide.lg.jp

市生涯学習課　☎44・5025　  46・7140　 ke-tanimoto@city.sakaide.lg.jp

大束川浄化センター　☎46・2016  
 46・2046　 daisoku@estate.ocn.ne.jp

 王越とんぼプロジェクト  
実行委員会事務局　☎44・5025

市民美術館　☎45・7110

市カヌー研修センター　☎48・1885

市文化振興課　☎44・5036

大橋記念図書館　☎45・6677　  45・6678

ふくろうのちぎり絵をうちわに描いて楽しい作品を作ろう！
7月23日（火）9：30～11：30
中央公民館
小学生（3年生以下は保護者同伴）
先着20人　　　400円

夏休みの自由研究をしよう
7月31日（水）9：00～16：00
教育会館集合（マイクロバスで移動）
小学3年生以上の親子
先着24人　　　昼食代1,000円
市内の工場見学や櫃石島を探検しながら島弁当を食べよう！

親子でカヌー体験をしよう！
7月20日（土）／8月20日（火）  
9：30～12：00
カヌー研修センター
小学生（4年生以下は保護者同伴）
先着10組　　　無料

日常で使うあいさつや英語表現を学んだり、単語かるたで遊ぼう
7月30日（火）9：30～11：30
中央公民館
小学生（2年生以下は保護者同伴）
先着20人　　　無料

絵手紙を活かしたマイバックを作ろう
8月2日（金）9：30～11：30
中央公民館
小学生（3年生以下は保護者同伴）
先着20人　　　300円

有名店主による うどん打ち体験と国宝神谷神社を巡る！
8月6日（火）9：00～12：00
松山公民館
小学生親子
先着20組
300円

時
場
対
定 料

時
場
対
定 料
内

時

場
対
定 料

時
場
対
定 料

時
場
対
定 料

時
場
対
定
料

伝統工芸士　神内さんの『ミニ鬼瓦教室』
7月14日（日）10：00～11：40
市民美術館研修室
小学生親子
先着10組　　　1組　500円
7月3日（水）9：00から電話にて
※焼成後、8月中旬にお渡し

彫刻家　辻野さんの『造形教室』
8月11日（祝）10：00～11：40
勤労福祉センター
小学生親子
先着10組
1組　500円
7月6日（土）9：00から電話にて

時
場
対
定 料
申

時
場
対
定
料
申

インテリアコーディネーターと作る
僕・私の部屋
7月28日（日）9：30～11：30
小学3～6年生と保護者
先着15組
7月5日（金）より
理想の部屋を作るワークショップ

古代のモノづくり体験
8月3日（土）9：30～12：00
小学3～6年生と保護者
先着15組
7月5日（金）より
埋蔵文化財専門員
判子を作るワークショップと考古
学のおはなし

時
対
定
申
内

時
対
定
申
講
内

四国学院大学留学生による外国語絵本のよみきかせ会
7月13日（土）10：00～11：00
5歳～小学生
先着20人
受付中
外国語絵本のよみ
きかせ

時
対
定
申
内

土絵具で絵を描こう
7月28日（日）13：30～15：30
市塩業資料館
先着10人（小学生以下は保護者同伴）
500円
7月3日（水）9：00から電話に
て
坂出市にあった塩田跡の土
や富士山、信濃川など日本
各地の土を使って、ステンシ
ルで絵を描くワークショップ  
※ 汚れても良い服装でご参
加ください。

時
場
定
料
申

内

夏休み期間中（7/20～8/25）開催　○映画の会 毎週水曜 10：30～11：30　○太陽黒点観察会 
毎週木曜 10：00～11：00（天候により中止）　○かみしばいの会 毎週金曜 10：30～11：30 
○天体観察会 7/12（金）・8/9（金）・8/16（金）19：30～21：00（雨曇天時はDVD上映）

電話、FAXまたはメールで申込を受付しますが、いずれの方法でも申込は7月1日（月）8：30からです。
申込開始時間前の受付はできませんので、ご注意ください。申込の際、参加者名・学校名・学年・保護者名・住所・電話番号・FAX番号（FAXで申込の場合のみ）を
お伝えください。

申　

込

時 …日時 場 …場所 対 …対象 定 …定員 料 …料金 申 …申込 内 …内容 講 …講師

申込不要・
参加費無料

とんぼの里 王越

カウンターまたはFAXにて受付します

太陽黒点観察会
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瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
単
光
章

国
保・介
護・後
期
の
納
税（
入
）通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
か
か
る
か
た
に
、
７
月
中
旬
ご
ろ

に
各
通
知
書
を
発
送
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
各
通
知
書
の
２
ペ
ー
ジ
目
に
記
載
し
て
い

ま
す
。
納
付
方
法
欄
に
「
納
付
書
納
付
」
の
表
示
が
あ
る
か
た
は
、
納
付
書
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
限

ま
で
の
納
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
度
の
途
中
で
、
納
付
方
法
が
年
金
天
引
き
か
ら
普
通
徴
収
（
納
付
書
払

い
／
口
座
振
替
）
に
切
り
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
通
知
書
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。納
付
方
法
が
年
度
途
中
で
年
金
天
引
き

か
ら
納
付
書
で
の
納
付
に
切
り
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納付方法の変更について
（国民健康保険税・後期高齢者医療保険料）
　保険税（料）を年金から天引き
されているかたで、口座振替によ
る納付をご希望のかたは、市税
務課市民税係へお申し出くださ
い。滞納がない場合は口座振替
に切り替えることができます。な
お、介護保険料は申し出による納
付方法の変更はできません。

後
期
高
齢
者
医
療 

 
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
を
、
毎
年
８
月
１
日

か
ら
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と
定
め
て
い
ま

す
。
現
在
、
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
お
持
ち

の
被
保
険
者
証
は
、
７
月
末
で
有
効
期
限
が
満

了
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
８
月
か
ら
ご
使

用
い
た
だ
く
新
た
な
被
保
険
者
証
を
被
保
険
者

１
人
に
１
枚
ず
つ
『
特
定
記
録
郵
便
』
で
７
月

中
旬
以
降
に
「
黄
色
い
封
筒
」
で
お
届
け
し
ま

す
。

■ 

詳
し
く
は
、被
保
険
者
証
に
関
す
る
こ
と 

 

市
け
ん
こ
う
課（
☎
44・５
０
０
６
）へ 

 

制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と 

 

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局 

（
☎
０
８
７・８
１
１・１
８
６
６
）へ

主な変更点

【表面】 両端が黄緑色から紫色に変更
令 和 2 年　 7 月 31 日

令和元年  8月 1日

■詳しくは、市税務課（☎44・5004）へ

納付書納付の表示があるかたは、納付書を同封しています。

年金天引 普通徴収

平成31年度 2ページ目

2ページ目

普通徴収年金天引

31

納付書納付の表示があるかたは、納付書を同封しています。

年金天引 普通徴収

2ページ目

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

本
市
で
は
、
長
年
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
そ
の
進
展
に
尽
く

さ
れ
た
、
次
の
か
た
が
た
が
晴
れ
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲

【
教
育
功
労
】

澤井　静芳　氏
川津町

元公立高等学校長

【
消
防
功
労
】

水本　貞義　氏
谷町一丁目
元市消防団団長

【
教
育
功
労
】

渡邉　領治　氏
林田町

元公立高等学校長

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
大
切
な
国
政
選
挙
で
す
。

忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。 

（
※
公
示
日
・
投
票
日
等
は
変
更
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。）

 

公
示
日 　

７
月
４
日
（
木
）

 

投
票
日 　

７
月
21
日
（
日
）

■
投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

（
瀬
居
町
、
沙
弥
島
、
与
島
町
、
岩
黒
、
櫃
石
の
投
票
所

は
午
前
６
時
〜
午
後
７
時
）

■
投
票
で
き
る
か
た

　

誕
生
日
が
平
成
13
年
７
月
22
日
以
前
の
日
本
国
民

で
、
平
成
31
年
４
月
３
日
ま
で
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
、

坂
出
市
に
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
か
た

■
投
票
で
き
な
い
か
た

・
禁
錮
以
上
の
刑
執
行
中
等
の
か
た

・ 

公
示
日
前
日
の
時
点
で
坂
出
市
に
転
入
後
３
ヵ
月
未

満
の
か
た
（
前
住
所
地
の
市
町
村
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。）

■
入
場
整
理
券

　

世
帯
の
全
有
権
者
分
を
封
筒
に
入
れ
て
世
帯
主
の
か

た
宛
て
で
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
入
場
整
理
券
を
紛
失
し
た
り
、
忘
れ
た
り
し

た
場
合
で
も
本
人
確
認
が
で
き
れ
ば
投
票
は
で
き
ま
す
。

投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
そ
の
他
所
用
で
投

票
区
域
外
に
出
か
け
る
な
ど
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
か

た
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
投
票
期
間　

７
月
５
日
（
金
）
〜
20
日
（
土
）

●
投
票
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
投
票
場
所　

 

坂
出
市
教
育
会
館（
久
米
町
１
―

18
―

20
）

●
持
参
物　
　

 

入
場
整
理
券
（
裏
面
の
投
票
用
紙
請
求
書

兼
宣
誓
書
に
記
入
が
必
要
）

※ 

入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
な
く
て
も
本
人
確
認
が
で
き

れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

他
市
町
村
に
滞
在
中
や
入
院
中
な
ど
の
理
由
で
投
票

日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
か
た
は
、
滞
在
地
の
選
挙
管

理
委
員
会
や
入
院
中
の
病
院
な
ど
で
事
前
に
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
投
票
期
間
は
期
日
前
投
票
と
同
じ

で
す
。）

　

投
票
用
紙
等
請
求
書
兼
宣
誓
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
転
出
さ
れ
た
か
た

に
つ
い
て
は
入
場
整
理
券
の
裏
面
に
印
刷
さ
れ
て
い
る

投
票
用
紙
請
求
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

体
が
不
自
由
な
か
た

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
で
、
定
め
ら
れ

た
障
が
い
の
程
度
（
区
分
）
に
該
当
す
る
か
た
は
、
あ

ら
か
じ
め
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
が
発
行
す
る

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
用
紙
は
７
月
17
日
（
水
）

ま
で
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
対
象
者
の
要
件
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

成
年
被
後
見
人
の
か
た

　

平
成
25
年
か
ら
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
成
年

被
後
見
人
の
か
た
の
選
挙
権
が
回
復
さ
れ
ま
し
た
。
ご

本
人
が
記
載
で
き
な
い
場
合
は
代
理
投
票
（
選
挙
人
の

意
思
に
基
づ
き
、
投
票
所
の
係
員
が
代
わ
っ
て
記
載
す

る
制
度
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
受

付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

７
月
21
日
（
日
）
の
開
票
と
速
報

開
票　

午
後
９
時
〜　

市
立
体
育
館
に
て

速
報　

 

午
後
９
時
30
分
〜　

 
 

市
立
体
育
館
開
票
速
報
掲
示
板
に
て

■
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会（
☎
44
・
５
０
２
０
）へ

新
し
い　

時
代
を
創
る　

こ
の一票

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

瑞
宝
双
光
章

第
32
回
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

【
警
察
功
労
】

横田　寛　氏
府中町

元香川県警視

「
測
量
の
日
」
感
謝
状
贈
呈

　

江
戸
時
代
に
測
量
の
分
野
で

郷
土
の
発
展
に
尽
力
し
た
久
米

通
賢
の
功
績
を
広
く
紹
介
す

る
、（
公
財
）
鎌
田
共
済
会
郷
土

博
物
館
が
地
域
に
お
け
る
測

量
・
地
図
の
普
及
・
啓
発
に
多

大
な
貢
献
を
し
た
と
し
て
、
国

土
地
理
院
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈

を
受
け
ま
し
た
。

65歳以上のかたの介護保険料について
消費税率引き上げにあわせて、市民税非課税世帯のかたの介護保険料を減額します。
保険料所得段階 対　　　象　　　者 年間保険料

第1段階

・生活保護を受給しているかた
・世帯全員が市民税非課税で、老齢福祉年金の受給者
・ 世帯全員が市民税非課税で、本人の課税年金収入額+  
合計所得金額が80万円以下のかた

25,100円

第2段階 ・ 世帯全員が市民税非課税で、本人の課税年金収入額+  
合計所得金額が80万円を超え、120万円以下のかた 41,900円

第3段階 ・ 世帯全員が市民税非課税で、本人の課税年金収入額+  
合計所得金額が120万円を超えるかた 48,600円

※第4段階から第9段階までのかたについては、変更ありません。
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坂
出
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員
を 

募
集
し
ま
す

坂
出
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
お
い
て
子
育

て
支
援
に
関
す
る
幅
広
い
分
野
か
ら
の
意
見
を
伺

う
た
め
、
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

公
募
委
員
の
か
た
に
は
、
学
識
経
験
者
や
各
種

団
体
の
代
表
者
な
ど
市
の
選
任
す
る
委
員
と
と
も

に
、
本
市
の
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
調
査
、
審

議
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
数　

２
人

募
集
期
間　

７
月
１
日
（
月
）
〜
24
日
（
水
）

任
　
　
期　

委
嘱
日
か
ら
令
和
３
年
７
月
31
日

応
募
資
格
　 （
次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
か
た
）

・ 

本
市
に
居
住
し
、
応
募
締
切
日
現
在
の
年
齢
が

満
20
歳
以
上
の
か
た

・ 

子
ど
も
・
子
育
て
施
策
に
関
心
が
あ
り
、
積
極

的
に
発
言
で
き
る
か
た

・ 

国
、
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は
職
員
で
な

い
か
た
で
、
本
市
の
他
の
審
議
会
委
員
と
し
て

委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
か
た

・ 

お
お
む
ね
年
１
〜
３
回
、
平
日
の
日
中
に
開
催

さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き
る
か
た

応
募
方
法

指
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、「
子

育
て
支
援
へ
の
考
え
方
」
を
含
む
応
募
動
機
（
４

０
０
字
程
度
）
を
書
い
て
、
市
こ
ど
も
課
へ
持
参

す
る
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
市
こ
ど
も
課
、
各
出
張

所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

選 

考
方
法　

書
類
選
考
（
結
果
は
本
人
あ
て
に
通

知
）

■ 

詳
し
く
は
、
市
こ
ど
も
課 

 

（
☎
44
・
５
０
２
７　

44
・
５
０
１
４ 

 
 

kodom
o

＠city.sakaide.lg.jp

）へ

坂
出
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興 

基
本
条
例
の
振
興
会
議
委
員
を
募
集

坂
出
市
の
中
小
企
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
次

の
と
お
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募 

集
人
数　

若
干
名 

 

（
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
の
上
で
ご
連
絡
し

ま
す
。）

募
集
期
間　

７
月
16
日
（
火
）
ま
で

任
　
　
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年
間

応
募
資
格

・ 

本
市
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
、
応
募
締
切
日
現

在
の
年
齢
が
満
18
歳
以
上
の
か
た

・ 

国
、
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は
職
員
で
な

い
か
た

・ 

年
３
〜
５
回
程
度
、
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に

出
席
で
き
る
か
た

応
募
方
法

指
定
の
応
募

用
紙
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、

「
本
市
の
中
小

企
業
・
小
規
模

企
業
振
興
施
策

に
つ
い
て
の
意

見
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
文

（
８
０
０
字
程

度
）と
と
も
に
、

市
産
業
課
ま
で
持
参
す
る
か
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
産
業
課（
☎
44
・
５
０
１
２ 

 
 

sangyou

＠city.sakaide.lg.jp

）へ

坂
出
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン（
案
）の 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

坂
出
市
で
は
、
坂
出
港
の
競
争
力
を
向
上
さ
せ
、

利
用
し
や
す
い
港
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
今

後
10
年
間
で
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
を
取
り
ま
と

め
る
坂
出
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
（
案
）
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
お
伺
い
す

る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
期
間　

７
月
５
日
（
金
）
〜
８
月
５
日
（
月
）

閲 

覧
方
法　

市
み
な
と
課
、
各
出
張
所
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法

所
定
の
様
式
（
そ
れ
以
外
も
可
）
に
住
所
・
氏

名
を
明
記
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は

市
み
な
と
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■ 

詳
し
く
は
、
市
み
な
と
課 

 

（
☎
44
・
５
０
１
０　

44
・
０
０
８
６ 

 
 

m
inato@

city.sakaide.lg.jp

）へ

海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

７
月
16
日
（
火
）
か
ら

31
日
（
水
）
の
間
、「
海
難

ゼ
ロ
へ
の
願
い
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
海
の
事
故
ゼ

ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。
海
に
出
か
け
る

際
は
、
発
航
前
の
点
検
を
必
ず
行
い
、
航
行
中
や

遊
漁
中
に
も
常
時
適
切
な
見
張
り
を
行
う
な
ど
し

て
安
全
運
航
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
、
事
故
が
発
生
し
た
時
は
、
海
上
保
安

庁
「
１
１
８
番
」
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

海
難
防
止
強
調
運
動
香
川
県
地
区
推
進
連
絡
会
議

■
詳
し
く
は
、
高
松
海
上
保
安
部　

航
行
安
全
課 

 

（
☎
０
８
７
・
８
２
１
・
７
０
０
８
）へ

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
に
つ
い
て

本
年
10
月
か
ら
、
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
軽
減
税
率
制
度
は
、
す
べ
て
の
事

業
者
の
か
た
に
関
係
し
ま
す
。「
準
備
は
こ
れ
か

ら
」
と
い
う
か
た
は
、
説
明
会
（
無
料
）
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※ 

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
ご
来
場
の
際
は

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 

詳
し
く
は
、
坂
出
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門  

 

（
☎
46
・
３
１
３
３
）へ

使
用
済
み
鉢
土（
古
土
）を
回
収
し
ま
す

市
内
在
住
で
、
使
用
済
み
の
鉢
土
や
プ
ラ
ン

タ
ー
の
土
を
お
持
ち
の
か
た
を
対
象
に
無
料
回
収

を
行
い
ま
す
。（
最
大
１
０
０
Ｌ
ま
で
で
、
ゴ
ミ
や

雑
草
等
が
混
じ
っ
た
も
の
は
不
可
）

受
付　

７
月
１
日
（
月
）
〜
31
日
（
水
）
必
着

申
込　

 

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
概
略

地
図
・
お
お
よ
そ
の
土
量
を
明
記
し
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
。

回
収　

随
時
、
各
家
庭
ま
で
伺
い
ま
す

■
詳
し
く
は
、
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所 

 
 

（
☎
45
・
６
８
２
０　

43
・
５
２
１
３
）へ

説明会の開催日程

開催日 開催時間

7月4日（木） 13：30～15：00

8月20日（火） 13：30～15：00

9月20日（金） 13：30～15：00

開催場所

坂出税務署2階 会議室
（坂出市京町2-6-27）

75
歳
・
80
歳
の
歯
科
健
診
が  

始
ま
り
ま
す

健
康
的
な
食
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
保
つ
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す（
８

０
２
０
運
動
）。

歯
と
口
の
ケ
ア
は
、
む
し
歯
や
歯
周
病

の
予
防
だ
け
で
な
く
、
全
身
の
健
康
を
守

る
た
め
に
も
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
舌

や
唇
な
ど
の
機
能
が
良
く
な
り
、
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
で
食
事
の
量
が
増
え
、

栄
養
状
態
の
改
善
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
に
多
い
、
だ
液
の
中
の
細
菌
が
誤

嚥
に
よ
っ
て
肺
に
入
る
こ
と
で
起
こ
る
誤

嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

平
成
31
年
４
月
１
日
時
点
で
75
歳
（
昭

和
18
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
19
年
４
月
１

日
ま
で
の
誕
生
日
）
の
か
た
・
80
歳
（
昭

和
13
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
14
年
４
月
１

日
ま
で
の
誕
生
日
）
の
か
た
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
で
歯
科
健
康
診
査
を
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
に
は
広
域
連
合
か
ら
受
診
券
を

７
月
頃
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
自
分
の
口

腔
の
状
態
を
知
る
た
め
に
も
必
ず
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

■ 

詳
し
く
は
、 

 

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局 

 
 

（
☎
０
８
７
・
８
１
１
・
１
８
６
６
）へ

心
身
障
が
い
者
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
の 

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
送
付

７
月
下
旬
に
８
月
１
日
か
ら
有
効
な
受

給
資
格
者
証（
桃
色
）を
送
付
し
ま
す
。
有

効
期
限
が
終
了
し
た
受
給
資
格
者
証
は
、

市
け
ん
こ
う
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
資
格
者
証
を
お
持

ち
の
か
た
へ

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
資
格
者
証

（
緑
色
・
青
色
）
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
現

在
の
受
給
資
格
者
証
を
継
続
し
て
お
使
い

く
だ
さ
い
。

●
こ
ん
な
時
に
は
届
出
を

住
所
変
更
等
で
受
給
資
格
者
証
の
記
載

事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
加
入
さ
れ

て
い
る
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
場
合

●
受
給
資
格
停
止
通
知
に
つ
い
て

心
身
障
が
い
者
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
に
つ
い
て
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

所
得
制
限
基
準
額
を
超
え
る
か
た
に
は
、

「
受
給
資
格
停
止
通
知
」
を
送
付
し
ま
す
。

■ 

詳
し
く
は
、
市
け
ん
こ
う
課 

 
 

（
☎
44
・
５
０
０
６
）へ

平成31年1月1日に本市に住民票のあるかたで、今年度分の市民税が非課税のかた 
（ただし、本人を扶養しているかたが課税されている場合や、生活保護制度の被保護者
等は対象外）
対象になる可能性のあるかたには7月下旬に交付申請書を発送し、申請を受付します。 
審査後、該当者には商品券の購入引換券を9月中旬から発送します。  
※交付申請期間は7月29日（月）～11月29日（金）
購入対象者1人につき25,000円（販売額20,000円）  
※5回に分けて購入できます。

対 象 者

申請・手続

購入限度

坂出市プレミアム付商品券を販売します
　本年10月に予定されている消費税・地方消費税率引き上げが家計に与える影響を緩和する
とともに、地域における消費を喚起・下支えするため、「坂出市プレミアム付商品券」を販売
します。

住
民
税
非
課
税
の
か
た

本市に住民票のあるかたで、平成28年4月2日から令和元年
9月30日までの間に生まれた子が属する世帯の世帯主
購入引換券を9月中旬から発送します。  
※交付申請は不要
対象世帯に属する子1人につき25,000円（販売額20,000円）  
※5回に分けて購入できます。

対 象 者

申請・手続

購入限度

子
育
て
世
帯
の
か
た

■ 詳しくは、坂出市プレミアム付商品券発行事業実施本部へ  
・対象者、申請・手続きに関すること……（☎85・7100）  
・商品券の販売に関すること……………（☎44・5012）

商品券の
使用開始日
10月1日

プレミアム付商品券
事業を装った特殊詐
欺や個人情報の搾取
にご注意ください。

プレミアム額

最大5,000円！
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要予約

令和元年度　坂出市ラジオ体操週間
　本市では、市民の健康増進や世代を超えた交流促
進を目的として、ラジオ体操を普及推進しています。
7月21日（日）から27日（土）の1週間を「坂出市
ラジオ体操週間」としており、小学生を中心に市内
各地で朝のラジオ体操が盛んに行われています。地
元のラジオ体操に参加して、気持ちの良い1日を過
ごしましょう！
　また、毎朝6時30分からラジオ体操放送が自動で
流れるラジオ体操広場が、坂出駅前市民広場・坂出小学校運動場・林田町総社神社境内・川
津小学校運動場・金山集会場に、また、東大浜緑地、高屋沖公民館にはミニ広場が開設され
ています。こちらの会場にもぜひ参加して、健幸生活を始めてみませんか。

 市生涯学習課　☎44・5025

Vol.28

～スポーツ玉入れを楽しもう～

第2回みんなでチャレンジ「アジャタ」大会

開催日時　7月28日（日）8：30受付　9：00開会
場 所　市立体育館
料 金　一般1,000円　キッズ500円
対 象　市内に在住または通勤・通学されているかた
募集内容　 キッズ（小学生6～10人）　レディース（女性4～6人） 

シニア（60歳以上4～6人）  
一般（中学生以上4～6人） 

募集締切　7月19日（金）

市生涯学習課　☎44・5025

第54回　さかいで大橋まつり

開催日 行　事 時　間 場　所

8月2日（金） 前夜祭 16：30～
 20：30 ハナミズキ広場

8月3日（土）

土曜デー 18：00～
 21：00 坂出商店街

瀬戸大橋
パレード

16：00～
 17：00

駅前通り～
ハナミズキ広場

おどり1部
「自由連」

17：00～
 18：00

ハナミズキ広場
市民ホール前

おどり2部
「総おどり」

18：20～
 20：00

駅前通り～
ハナミズキ広場

8月4日（日） 太鼓台競演 18：00～
 20：30 ハナミズキ広場

8月11日（祝）
※荒天時は12日 海上花火大会

20：00～
 20：45 坂出港

なお、行事内容・時間については、変更になる可能性があります。

●太鼓台競演審査員募集！！
「第54回さかいで大橋まつり」太鼓台競演かきくらべコンテスト
の審査員を抽選で15名程度募集します。
日 時　8月4日（日）18：00～20：30
場 所　JR坂出駅前ハナミズキ広場
応募方法　 申請書に住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番

号、本企画への意気込みを記入し、上記事務局まで
郵送、電子メールまたは持参してください。

応募締切　7月19日（金）必着
応募資格　18歳以上（高校生除く）
備 考　当選者には後日、当選通知等を送付します。

坂出まつり協賛会事務局（市にぎわい室内）　☎44・5015
46・4056　 nigiwai@city.sakaide.lg.jp

岩黒島の漁師さんと行く

漁体験ツアー

瀬戸内の豊かな漁場の中にある岩黒島の漁師さんと、底引き
漁の体験をしてみませんか？
開催日時　7月15日（祝）11:20集合
集合場所　市観光案内所前（JR坂出駅構内）
料 金　5,000円（昼食・採れたて魚のお土産付き）
定 員　6人
対 象　 小学生4年生以上 

※ ただし、小学生は
保護者同伴

市観光案内所　☎45・1122

アジャタ練習会も開催！
日時　 7/20・27（土）18:30～20:30
場所　 市立体育館  

※申込不要

沙
弥
島 

車
進
入
禁
止
エ
リ
ア
の
お
知
ら
せ

沙
弥
島
周
辺
に
お
け
る
混
雑
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
を
回
避
す
る
た
め
、
左
図
掲
載
の
区
域
が
車
進

入
禁
止
に
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
間　

７
月
１
日
（
月
）
〜
８
月
30
日
（
金
）

※ 

な
お
、
沙
弥
島
西
の
浜
の
海
水
浴
場
を
ご
利
用

の
か
た
は
海
水
浴
場
駐
車
場
を
、
沙
弥
島
遊
歩

道
を
訪
れ
る
か
た
は
瀬
戸
大
橋
記
念
公
園
の
駐

車
場
等
近
隣
の
駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

■ 

詳
し
く
は
、
市
文
化
振
興
課（
☎
44
・
５
０
３
６
）へ

狩
猟
免
許
試
験

野
生
の
イ
ノ
シ
シ
等
の
獣
類
を
捕
獲
す
る
た
め

の
免
許
試
験
で
す
。

試
験
日
程　

 

第
１
回　

８
月
30
日
（
金
） 

 

第
２
回　

８
月
31
日
（
土
） 

 

第
３
回　

９
月
１
日
（
日
）

受
　
　
付　

 

７
月
22
日
（
月
）
〜
８
月
９
日
（
金
）

必
着

会
　
　
場　

香
川
県
庁
北
館
（
高
松
市
）

受 

験
料　

わ
な
猟
、
第
１
種
銃
猟
、
第
２
種
銃
猟

５
，２
０
０
円（
他
種
の
狩
猟
免
許
を
取
得
し
て

い
る
場
合
は
３
，９
０
０
円
）

狩
猟
免
許
取
得
に
要
す
る
経
費
の
助
成

狩
猟
免
許
取
得
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
申
請
は
、
各
試
験
日
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で
に
申
請

書
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狩
猟
免
許
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請
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。

■ 
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し
く
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☎
０
８
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８
３
２
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３
２
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２
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５
０
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力
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罪
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地
域
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築
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す
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。

あ
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ま
ち
か
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の
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ち
直
り
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て
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け
る
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域
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つ
く
る
た
め
、
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分
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き
る
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皆
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ん
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ま
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。
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５
０
０
７
）へ

〜
作
っ
て
着
よ
う 

よ
ろ
い
か
ぶ
と
〜
②
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史
資
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十
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氏
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７
月
７
日
（
日
）、
14
日
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日
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８
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（
祝
）
毎
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〜
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場
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教
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館
２
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大
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議
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人

材
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費　

1
3
，０
０
０
円
〜
（
申
込
時
に
納
入
）

対
　
象　

 

３
回
全
て
に
参
加
で
き
る
か
た 

 

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

そ 

の
他　

③
小
具
足
編
を
９
月
（
全
３
回
）に
開
催

予
定
、
ま
た
兜
と
銅
の
「
一
日
完
成
コ
ー
ス
」

（
3
5
，０
０
０
円
）
も
同
時
募
集

■ 

詳
し
く
は
、
市
文
化
振
興
課

 
 

（
☎
44
・
５
０
３
６
）へ

７
、８
月
は
家
庭
教
育
啓
発
月
間
で
す

夏
休
み
も
早
起
き
し
て
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し
っ
か
り
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を
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ま
し
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う
。
簡
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レ
シ
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県
教
育
委
員
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ー
ジ
に
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載
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れ
て
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ま
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。

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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ら
ア
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セ

ス
し
て
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い
。

■ 

詳
し
く
は
、
県
教
育
委
員
会
事
務
局 

 
 

（
☎
０
８
７
・
８
３
２
・
３
７
７
３
）へ

空
き
家
を
考
え
よ
う
〜
手
遅
れ
に
な
る
前
に
〜

第
１
回 

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー

空
き
家
の
適
切
な
管
理
や
活
用
方
法
、
相
続
す

る
際
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
講
師
に

よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

講
　
　
師　

 

牧
野　

知
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（
不
動
産
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
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ー
／ 

オ
ラ
ガ
総
研
株
式
会
社 

代
表
取
締
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）

日
　
　
時　

 

７
月
20
日
（
土
） 

 

13
時
30
分
〜
16
時 

 

（
15
時
30
分
〜
支
援
制
度
の
紹
介
）

会
　
　
場　

 

香
川
県
社
会
福
祉
総
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ー 

 

７
階
大
会
議
室

定
　
　
員　

１
８
０
人
（
先
着
申
込
順
）

参
加
費　

無
料
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込
方
法　

電
話
も
し
く
は
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Ａ
Ｘ
、
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ー
ル
に

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
入
の
上
、
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み

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

７
月
19
日
（
金
）
ま
で

■ 

詳
し
く
は
、
香
川
県
土
木
部
住
宅
課 

 

（ 

☎
０
８
７
・
８
３
２
・
３
５
８
３ 

 

０
８
７
・
８
０
６
・
０
２
３
９ 

 
jutaku

＠pref.kagaw
a.lg.jp

）へ

沙弥島ナカンダ浜駐車場は
期間中、駐車できません。

海水浴場
駐車場

車侵入禁止
バリケード

ナカンダ浜

P
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令和元年度 　自治会役員一覧（敬称略）
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◇
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濱
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典
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◇
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光
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司
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﨑
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山
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尾
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◇
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町
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松
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忠
司
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憲
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◇
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正　

横
田　

久
子

副　

河
井　

利
夫

◇
芝
居
町

正　

詫
間
永
知
子

副　

奥
村　

庸
明

〃　

末
峰　
　

茂

◇
大
黒
町

正　

福
岡
千
惠
子

副　

柳
谷　

隆
夫

◇
鉄
砲
町

正　

多
田
羅
耕
治

副　

髙
木　

正
友

〃　

平
尾　

邦
保

◇
自
由
町

正　

十
河　

隆
一

副　

中
野　

敏
夫

〃　

須
崎　

栄
一

◇
松
ノ
中

正　

滝　
　

雅
之

副　

岡
崎　

允
映

〃　

荒
木　
　

稔

◇
松
ケ
枝

正　

二
場　
　

悟

副　

堀
井　

唯
志

◇
東
通
町
東

正　

福
田　

吉
孝

副　

荒
川　

恭
光

◇
本
通

正　

荒
木
日
出
美

副　

多
田　

富
子

〃　

海
野　

容
子

◇
田
町

正　

三
好　
　

元

副　

川
野　

義
広

〃　

好
多　

義
和

◇
駒
止
町

正　

山
本　
　

誠

副　

黒
田　

栄
次

〃　

須
﨑　

勝
祐

◇
駒
止
町
二

正　

篠
原　

正
樹

副　

海
野　

誠
一

〃　

三
木　

信
行

◇
西
大
浜
南

正　

松
本　

茂
美

副　

山
城　

範
子

〃　

森
宗　
　

正

〃　

前
田　

敬
昭

〃　

林　
　

和
宏

◇
公
務
員
坂
出
住
宅

正　

天
羽　

隆
史

副　

松
岡　

泰
雅

◇
本
町
マ
ン
シ
ョ
ン

正　

馬
場　

清
一

副　

多
田
羅
敏
子

〃　

大
畠　

志
保

◇
坂
出
第
二
住
宅

正　

森
田　

功
二

副　

山
近　

敏
也

◇
西
大
浜
南
香
川
タ
ウ
ン

正　

西
谷　

卓
也

副　

三
野　
　

正

東 

部

◇
駅
前

正　

堀
瀬　

一
男

副　

宮
武　

孝
一

◇
新
京
町

正　

寺
井　

貞
徳

副　

高
岡　
　

薫

◇
新
町

正　

島
田　

善
光

副　

多
田
羅
良
弘

◇
新
開
町

正　

塩
﨑　
　

宏

副　

溝
渕　
　

督

◇
天
神
町

正　

大
西　

孝
一

副　

浜
田
美
知
代

◇
久
米
町
マ
ン
シ
ョ
ン

正　

宮
川　

陽
子

副　

坂
元
美
登
里

◇
久
米
町
西

正　

佐
藤　
　

徹

副　

横
井　

賢
次

〃　

溝
渕　
　

厚

◇
久
米
町
北

正　

和
田　

弘
行

副　

樋
口　

正
敏

〃　

髙
木　

嘉
尚

〃　

岑
永　

佳
隆

◇
室
町
北

正　

石
垣　

敏
郎

副　

須
﨑　

秀
男

◇
京
町
北

正　

川
原　

正
經

副　

宮
崎　

哲
夫

〃　

石
村　

和
夫

◇
京
町
マ
ン
シ
ョ
ン

正　

辻　
　

悦
子

副　

前
川　

憲
保

〃　

三
枝
冨
美
子

◇
久
米
町
第
一

正　

秋
山　

義
行

副　

吉
田　

史
朗

◇
久
米
町
第
二

正　

三
好　
　

始

副　

山
田　

敬
一

〃　

真
鍋　

幸
子

◇
久
米
町
第
三

正　

門　
　
　

修

副　

高
藤　

勝
義

〃　

三
井　

雄
二

◇
久
米
町
第
四

正　

佐
々
木
方
彦

副　

島
崎　

昭
夫

〃　

国
元　

益
賢

〃　

吉
田
紀
美
代

◇
昭
和
団
地

正　

片
山　
　

淳

副　

仁
科　

芳
嗣

◇
グ
ラ
ン
ド
ー
ル
昭
和

正　

光
藤　
　

実

副　

山
口　

幸
作

〃　

阿
部　

圭
司

◇
旭
町
南

正　

小
泉　
　

聰

副　

奈
良　

健
一

〃　

後
藤
ケ
イ
子

〃　

彦
江　

邦
雄

〃　

小
島
み
ど
り

◇
旭
町
北

正　

大
林　

義
幸

副　

今
井　

里
美

〃　

山
田　

正
夫

自

会

労

を

彰

治

功

者

表

　

令
和
元
年
度
の
坂
出
市
連
合
自
治
会
総
会
に
お
い
て
、自
治
会
運
営
に
功
労
の
あ
っ
た
22
人

に
市
長
か
ら
感
謝
状
が
、ま
た
、26
人
に
市
連
合
自
治
会
長
か
ら
表
彰
状
が
、そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
連
合
自
治
会
功
労

地　
　
　

区

氏　
　
　

名

王
越
地
区
連
合
自
治
会

北

山

定

男

●
特
別
永
年
功
労
（
会
長
歴
20
年
）

地
区

自
治
会
名

氏　
　
　

名

西
庄
醍

醐

北

山

条

博

章

●
特
別
功
労
（
会
長
歴
15
年
）

地
区

自
治
会
名

氏　
　
　

名

西
部

東
部

金
山

緑

町

横

津

南

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
江
尻

吉

田

耕

一

石　

井　

二
三
男

瀨

尾

康

昭

●
永
年
功
労
（
会
長
歴
10
年
）

地
区

自
治
会
名

氏　
　
　

名

東
部
新

開

町

塩

﨑　
　

宏

市
長
感
謝
状
受
賞
者

市
連
合
自
治
会
役
員
名

市
連
合
自
治
会
長

表
彰
状
受
賞
者
　

●
5
年
表
彰
（
会
長
歴
5
年
）

地
区

自
治
会
名

氏　
　
　

名

中
央

中
央

中
央

中
央

東
部

東
部

東
部

金
山

金
山

金
山

金
山

西
庄

加
茂

与
島

与
島

府
中

本

町

南

自

由

町

松

ヶ

枝

東
通
町
東

久
米
町
第
三

横

津

北

谷

町

南

新
開
金
山

江
尻
西
条

一

文

字

金
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

別

宮

安

藤

南

西

浦

南

竹

浦

綾

坂

上

森

田　
　

久

十

河

隆

一

二

場　
　

悟

福

田

吉

孝

門

修

高

木

健

二

山

越

宏

一

髙　

木　

健
一
郎

田

中

良

三

網

野

光

夫

田

中　
　

智

井

上　
　

茂

岡

本

芳

夫

東

條

一

一

須

鼻

博

文

髙

見

則

幸

地
区

自
治
会
名

氏　
　
　

名

西
部

〃〃
中
央

〃
東
部

〃〃
金
山

〃
西
庄

〃
林
田

〃
加
茂

〃
与
島

〃
府
中

〃
川
津

〃
松
山

〃
王
越

〃

常

盤

町

新
浜
一
区

新
浜
二
区

梅

園

町

芝

居

町

京
町
マ
ン
シ
ョ
ン

中
新
通
町
東

谷

町

西

江

尻

中

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
江
尻

醍

醐

南

別

宮

港

一

区

西
梶
川
向

樋
ノ
本
西

鴨

庄

北

岩

黒

本

浦

赤

尾

西
福
寺
西

折

居

二

下

樋

青
海
町
鎹

大
屋
冨
町
川
南

東
分
第
二

木
沢
三
区

白　

河　

わ
か
子

川

東

義

行

花

田

茂

子

河

﨑

博

一

奥

村

庸

明

辻　
　

悦

子

窪

田

一

雄

梶

川

妙

子

山

下

恭

生

長　

尾　

志
成
美

山

本

芳

博

乃

村

宗

弘

堂

山

正

信

城　

山　

ス
ヱ
子

蒲

生

孝

則

竹

内

義

明

松

田　
　

稔

山

﨑

康

弘

山

本　
　

清

井

上

忠

明

四

⻆

俊

一

國

重　
　

誠

難

波

廣

見

髙

木

繁

行

泉

端

眞

一

金

生

雅

愛

役
職
名

地
区

氏　
　
　

名

会

長

副 

会 

長
〃〃

会
計
監
事

〃
理

事
〃〃〃〃〃

松

山

与

島

中

央

林

田

東

部

川

津

西

部

金

山

西

庄

加

茂

府

中

王

越
藤

井

正

和

池

田　
　

勉

松

本

茂

美

松

原

秀

吉

和

田

弘

行

入

江

正

憲

木

田

泰

行

髙　

木　

健
一
郎

本

条

仁

史

大

石

康

夫

赤

尾

康

造

大

越

忠

則

―
令
和
元
年
度
―

役
職
名

地
区

氏　
　

名

会　

長

松

山

松
浦　

佳
子

監
査（
県
理
事
）

中

央

多
田
羅
廣
子

副
会
長

瀬

居

佐
野
伊
勢
子

副
会
長
・
会
計

王

越

木
下　

恵
子

副
会
長

西

部

津
山　

京
子

副
会
長

西

庄

大
林　

市
子

櫃

石

東
山
美
枝
子

会　

計

金

山

多
田
羅
日
出
子

監　

査

川

津

蔵
本　

礼
子

書　

記

林

田

齊
藤
美
智
子

書　

記

東

部

鎌
田
千
代
江

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
役
員
名

〃　

吉
田　

晃
三

〃　

亀
田　

良
則

◇
旭
町
東

正　

須
﨑　

康
弘

副　

来
田　

憲
周

◇
横
津
南

正　

石
井
二
三
男

副　

阿
河　

義
仁

〃　

黒
原　

忠
雄

〃　

丸
岡　

豊
和

◇
横
津
北

正　

高
木　

健
二

副　

坂
口　

一
夫

〃　

松
本　

隆
幸

◇
東
新
通
町

正　

西
田　

尚
美

副　

森　
　

朋
子

◇
南
新
通
町

正　

山
下　

浩
一

副　

栗
阪　

健
次

〃　

山
下
広
一
郎

〃　

小
西　

鋭
長

◇
北
新
通
町

正　

鳥
飼　

年
幸

副　

泉　

由
佳
子

◇
中
新
通
町
東

正　

大
庫　

隆
雄

副　

亀
井　
　

俊

◇
中
新
通
町
中

正　

小
坂　

雅
洋

副　

多
田
羅
和
男

〃　

福
田　

照
久

◇
西
新
通
町

正　

鎌
田　

敏
夫

副　

洲
崎　

隆
美

◇
笠
山
通
り

正　

森
川　

美
樹

副　

中
井　

秀
明

〃　

藤
田　

洋
士

◇
谷
町
南

正　

山
越　

宏
一

副　

福
島　

達
郎

◇
谷
町
東

正　

髙
木　

正
行

副　

大
山　

末
典

〃　

山
地　

光
男

〃　

佐
藤　
　

清

〃　

水
本　

清
隆

◇
谷
町
西

正　

山
地　

輝
明

副　

瀬
川　

秀
治

〃　

奈
良　

博
史

〃　

髙
木　

良
彦

◇
谷
町
中
央

正　

岡　
　

久
賀

副　
海
老
名
修
一
郎

〃　

和
田　

光
由

〃　

寒
川　

勝
寛

〃　

尾
松　

浩
造

◇
新
谷
町

正　

東
條　

義
正

副　

浜
田　

順
子

〃　

武
井　

洋
子

〃　

大
玉　
　

忍

〃　

大
浦　
　

茂

◇
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
昭
和
町

正　

簀
戸
富
美
子

副　

山
田　

雅
子

〃　

藤
本　

京
子

金 

山

◇
大
池
町

正　

鎌
田　

茂
義

副　

藤
原　

恒
德

◇
大
池
東

正　

山
本　

隆
文

副　

原　
　

麗
子
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自治会は地域住民の日常生活の基礎をなす
重要な役割を担っています。
加入されていないかたは、加入しましょう！

令和元年度 　自治会役員一覧（敬称略） 令和元年度 　自治会役員一覧（敬称略）

◇
笠
指

正　

泉　
　

武
利

副　

北　
　

愼
一

〃　

田
渕　

湧
三

◇
笠
指
五
区

正　

香
西　

伸
彦

副　

矢
野　

雅
子

◇
福
江
一
中
央

正　

中
山　
　

卓

副　

米
田　

義
一

◇
福
江
二
北

正　

松
浦　

仁
平

副　

藤
本　

庸
一

◇
福
江
二
西

正　

三
好　

孝
幸

副　

横
山　

岳
司

〃　

藤
代　

紘
男

◇
福
江
南

正　

森
井　

幾
代

副　

大
森　

啓
安

◇
福
江
東

正　

中
村　

和
滋

副　

都
崎　
　

理

〃　

宮
内　
　

章

〃　

井
上　

勝
之

◇
福
江
中

正　

岩
﨑　

郁
夫

副　

山
本　
　

功

◇
福
江
西

正　

松
本　

悦
子

副　

森
口　

紀
子

◇
新
開
金
山

正　

髙
木
健
一
郎

副　

山
下　
　

恵

〃　

若
谷　

修
治

◇
南
條

正　

角
森　

久
美

副　

角
本　

武
司

◇
江
尻
西
条

正　

田
中　

良
三

副　

柳
原　

金
一

◇
江
尻
東
条

正　

若
谷　

佳
弘

副　

宮
西　

廣
一

◇
江
尻
町
中

正　

大
浦　

和
光

副　

福
田
俊
一
郎

◇
江
尻
新
田

正　

鎌
田　
　

暹

副　

塩
崎　

寿
夫

◇
一
文
字

正　

柳
原　

清
隆

副　

山
下　

麻
次

◇
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
江
尻

正　

瀨
尾　

康
昭

副　

高
畑　

義
和

〃　

楓　
　

純
子

◇
金
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

正　

田
中　
　

智

副　

齋
藤　

雄
二

◇
新
江
尻

正　

岡
崎　

信
夫

副　

窪
田　

忠
彦

◇
江
尻
北

正　

大
北　

倍
弘

副　

長
瀬　
　

稔

西 

庄

◇
原正　

本
条　

仁
史

副　

宮
武　

誠
一

◇
庄正　

田
川　

寿
一

副　

西
田　

吉
德

〃　

大
川
原
一
雄

◇
城
山

正　

丸
井　

義
啓

◇
大
町

正　

柴
﨑　

龍
治

◇
醍
醐
南

正　

山
田　

真
嘉

副　

惣
田　

和
男

〃　

西
山　

修
一

◇
醍
醐
北

正　

山
条　

博
章

副　

大
山　

勝
江

◇
八
十
場

正　

今
井　

敏
夫

副　

前
川　

輝
夫

〃　

阪
東　

恭
弘

◇
八
十
場
南

正　

出
口　

昭
平

副　

平
井　

恒
雄

〃　

矢
野　

富
男

〃　

野
村　

利
夫

〃　

井
上　
　

修

〃　

矢
野
日
出
子

◇
八
十
場
西

正　

上
村　

安
夫

副　

前
川　

鈴
江

◇
八
十
場
中

正　

未　
　
　

定

◇
別
宮

正　

井
上　
　

茂

副　

乃
村
喜
美
広

〃　

木
下　

和
彦

林 

田

◇
港
一
区

正　

塩
田　

武
夫

副　

小
田　

鶴
司

〃　

田
中　

秀
治

〃　

津
島
富
美
夫

〃　

川
原

一
夫

〃　

綾
野

健
治

〃　

阿
河

広
次

◇
港
二
区

正　

大
野
喜
美
雄

副　

大
野　
　

栄

〃　

松
尾　

勝
彦

〃　

鳥
井　

一
彦

〃　

冨
家　

武
博

〃　

浜
﨑　
　

均

◇
港
三
区

正　

森
内　

義
照

副　

大
野　

泰
和

〃　

新
谷　
　

繁

〃　

南
木　

正
輝

◇
港
四
区

正　

浜
崎　
　

勝

副　

松
尾　
　

潔

〃　

松
永　
　

稔

〃　

登
倉　

正
数

〃　

大
野　

泰
平

〃　

富
永　

恭
平

◇
上
林
田

正　

小
川　

幸
彦

副　

末
澤　
　

進

〃　

大
林　

正
利

〃　

野
田　

寛
司

◇
新
開

正　

佐
藤　

昭
雄

副　

猪
熊　

一
生

〃　

猪
熊　
　

忍

◇
須
賀

正　

田
淵　

正
純

副　

高
島　
　

学

〃　

境　
　

武
士

〃　

山
本　

高
弘

◇
西
梶
川
原

正　

豊
嶋　

好
志

副　

平
尾　

数
則

◇
西
梶
川
向

正　

東
条　

智
章

副　

杉
下　

佳
久

◇
西
梶
中

正　

津
田　

武
志

副　

中
西　

晃
次

◇
総
社

正　

松
原　

秀
吉

副　

石
岡　

英
夫

〃　

武
川　

健
一

〃　

北
村　

邦
義

◇
大
洲

正　

一
栁　

卓
雄

副　

山
地　

秀
紀

〃　

北
村　
　

等

〃　

高
橋　
　

司

〃　

山
本　

芳
孝

◇
中
川
原

正　

細
川　
　

昇

副　

安
富　

秋
廣

◇
東
梶

正　

松
井　

照
勝

副　

冨
岡　

利
昭

〃　

野
角　

明
久

〃　

正
木　
　

昇

〃　

信
種　

茂
樹

◇
浜
西

正　

古
市　

道
広

副　

宇
野　

博
幸

〃　

細
谷　

孝
治

◇
浜
中

正　

丸
形　

雄
三

副　

濱
岡　

幸
一

〃　

明
石　

光
喜

〃　

松
尾　

法
彦

◇
片
山

正　

松
下　
　

進

副　

𠮷
田　

佳
弘

〃　

中
井
由
紀
夫

◇
北
庄
司

正　

山
本　

義
典

副　

福
家　

朗
夫

〃　

橋
本　

達
夫

◇
北
須
賀

正　

猪
熊　

義
隆

副　

猪
熊　

延
子

〃　

粟
田　

真
二

◇
立
石

正　

北
村　

孝
明

副　

藤
田　

龍
一

〃　

樋
本　

保
男

◇
林
田
団
地

正　

松
浦　
　

清

副　

小
松
原
栄
二

加 

茂

◇
仏
願

正　

山
本　

正
秋

副　

来
田　

宏
志

◇
西
杉
尾

正　

包
末
八
重
子

副　

包
末　

賢
三

◇
東
杉
尾

正　

末
包　
　

正

副　

酒
井　

佑
輔

◇
山
の
神
上

正　

武
下　
　

穣

副　

岡
田　

誠
司

◇
山
の
神
下

正　

濱
野　

陽
介

副　

竹
安　

輝
美

◇
樋
ノ
本
東

正　

楠
井　

貴
喜

◇
樋
ノ
本
西

正　

蒲
生　

和
照

◇
鴨
庄
南

正　

横
井　
　

稔

副　

石
井　

偉
裕

◇
鴨
庄
西

正　

旅
田　
　

薫

副　

篠
原　
　

誠

◇
鴨
庄
中

正　

金
岡　
　

優

副　

塩
﨑　

恭
平

◇
鴨
庄
北

正　

大
石　

康
夫

副　

前
田　

昌
治

〃　

綾
野　

正
俊

◇
北
山
南

正　

藤
井　

敏
晴

副　

三
谷　

恭
平

◇
北
山
北

正　

三
谷　

治
一

副　

三
谷　

秀
彰

◇
下
所
東

正　

吉
田　

英
一

副　

岡
内　

典
子

◇
下
所
西

正　

山
下　

久
光

副　

前
田
金
三
郎

◇
宮
東

正　

米
﨑　

千
枝

副　

松
尾　

英
昌

◇
宮
西

正　

宮
西　
　

徹

副　

上
村　
　

保

◇
安
藤

正　

藤
原　

和
子

副　

安
藤　

久
子

◇
安
藤
南

正　

岡
本　

芳
夫

副　

砂
川
キ
ヨ
子

◇
田
井

正　

荒
井　

明
子

副　

西
久
保
宣
夫

◇
田
井
北

正　

津
村　

保
治

副　

道
本　
　

博

◇
田
井
西

正　

富
家　
　

誠

副　

三
木　

克
彦

◇
上
氏
部
東

正　

井
上　

啓
子

副　

黒
川　

康
彦

◇
上
氏
部
西

正　

鎌
田　

浩
司

副　

井
上
孝
一
郎

◇
大
美
場

正　

大
北　

敏
仁

副　

井
上　
　

進

◇
大
美
場
二
区

正　

松
野　

昌
平

副　

中
川　

奏
平

◇
下
氏
部
東

正　

福
家　

厚
三

副　

井
上　

徹
也

◇
下
氏
部
中

正　

井
上　

淳
壹

副　

高
田　

浩
志

◇
下
氏
部
西

正　

土
居　

好
孝

副　

土
居　

寿
治

◇
松
ノ
縁

正　

大
林　

昭
伸

副　

松
野　

宏
子

◇
牛
の
子

正　

久
角　

龍
雄

◇
鎌
田

正　

中
江　

和
利

副　

中
西　

優
明

与 

島

◇
浦
城

正　

藤
本　

寳
造

副　

鎌
田　

芳
男

〃　

住
谷　

峰
代

◇
塩
浜

正　

藤
本　

昌
幸

副　

中
村　

髙
広

◇
穴
部

正　

大
玉　

道
男

副　

平
本　
　

清

◇
小
与
島

正　

中
野　

三
郎

◇
岩
黒

正　

中
村
小
次
郎

副　

岩
本　
　

太

◇
櫃
石

正　

池
田　
　

勉

副　

櫃
本　

一
雄

〃　

池
田　

弘
明

◇
西　

浦

正　

近
藤　

文
猛

副　

見
勢　

静
正

〃　

岡
田　

孝
一

◇
西
浦
南

正　

東
條　

一
一

副　

濱
田　

慶
二

◇
竹
浦

正　

須
鼻　

博
文

副　

空
本　

高
則

〃　

久
保　

貴
市

◇
北
浦

正　

沖
田　

義
貞

副　

谷
本　

顕
隆

◇
本
浦

正　

濵
田　

幸
男

副　

石
崎　
　

智

〃　

川
田　
　

多

◇
沙
弥

正　

浅
野　

一
善

副　

佃　
　

豊
司

〃　

濵
邊
奈
津
美

府 

中

◇
北
前
谷

正　

近
藤　
　

優

副　

杉
田　

大
士

〃　

川
野　

憲
一

◇
南
前
谷

正　

羽
床　
　

智

副　

赤
澤　

昌
二

〃　

尾
崎　

正
則

◇
赤
尾

正　

谷
口　

利
己

副　

谷
口　
　

猛

◇
さ
つ
き
ケ
丘

正　

小
國　

正
明

副　

中
野　

裕
司

〃　

福
元
由
利
子

◇
新
宮

正　

福
家　

正
教

副　

山
﨑　

隆
義

〃　

竹
林　

一
喜

◇
綾
坂
上

正　

髙
見　

則
幸

副　

荒
井　

清
孝

◇
綾
坂
下

正　

城
山　

明
美

副　
中
屋
敷
キ
ミ
ノ

◇
濃
峰

正　

𠮷
田　

一
夫

副　

谷
本　

久
資

◇
石
井

正　

吉
田　

英
行

副　

山
口　

公
司

〃　

大
林　

紀
彦

◇
小
原

正　

河
﨑　

昭
雄

◇
榿正　

川
瀧　

祥
司

副　

青
海　

忠
市

◇
横
山

正　

脇　
　

芳
美

副　

新
池
谷　

隆

◇
額正　

清
吾　

武
憲

副　

山
本　

主
晴

〃　

白
川　

勝
章

〃　

三
木　

和
弘

◇
迯
田

正　

赤
尾　

康
造

副　

牛
谷　

春
樹

◇
青
山
台
団
地

正　

綾　
　

純
子

副　

谷
口　
　

智

〃　

三
宅　

俊
壮

◇
城
山

正　

山
下　

陽
一

副　

古
川　

隆
弘

◇
本
村

正　

谷
本　

安
隆

副　

松
井　
　

卓

◇
本
村
北
谷

正　

山
下　

真
司

副　

菊
川　
　

進

◇
南
谷

正　

石
川　

一
郎

◇
弘
法
寺
南

正　

山
口　
　

修

副　

西
川　
　

博

◇
弘
法
寺
北

正　

水
本　

信
義

副　

入
江　

一
徳

◇
弘
法
寺
中

正　

河
合　
　

巧

副　

原　
　
　

敏

◇
弘
法
寺
西

正　

福
井　

靖
彦

副　

明
石
由
利
子

◇
城
山
団
地

正　

川
野　

典
男

副　

津
山　

辰
彦

◇
府
中
団
地

正　

大
西　

和
弘

副　

帖
佐　

英
之

◇
西
福
寺
東

正　

髙
橋
陽
一
郎

副　

岡
崎　

重
義

〃　

樫
尾
由
美
子

〃　

池
内　

俊
之

◇
西
福
寺
西

正　

下
浦　

吉
文

副　

荒
井　

玉
美

〃　

平
田　

耕
二

〃　

福
井　

康
博

◇
県
営
坂
出
府
中
団
地

正　

國
方　
　

絢

副　

藤
井　

裕
志

◇
桜
ケ
丘

正　

尾
﨑　

正
明

副　

浅
井　

保
博

◇
本
坊

正　

山
本　

恭
嗣

副　

尾
﨑　

武
司

川 

津

◇
井
手
ノ
上
西
一

正　

龍
満　

安
広

副　

前
田　

良
子

◇
井
手
ノ
上
西
二

正　

芳
村　
　

優

副　

中
井
真
知
子

◇
井
手
ノ
上
中

正　

末
永　
　

優

副　

末
永　

敏
雄

◇
井
手
ノ
上
東

正　

山
口　

義
男

副　

中
井　

博
雄

◇
鋳
物
師
屋

正　

入
江　

正
憲

副　

喜
田　

和
弘

◇
折
居
一

正　

阿
部　
　

敬

◇
折
居
二

正　

山
本　

幸
利

副　

生
戸　

正
樹

◇
折
居
三

正　

林　
　

隆
吉

副　

前
谷　
　

勉

◇
峠正　

川
井　

正
弘

副　

入
口　
　

隆

◇
東
山
西

正　

治
郎
座
謙
二

◇
東
山
東

正　

中
野　

利
広

◇
東
春
日

正　

日
根
野
谷
浩

副　

糸
谷　

秋
義

◇
円
造
寺

正　

林　
　

重
春

副　

林　
　

清
孝

◇
山
田
一

正　

佐
柄　

俊
伸

◇
山
田
二

正　

佐
柄　

陽
子

◇
春
日

正　

好
井　

邦
雄

副　

國
重　

英
二

◇
緑
ヶ
丘

正　

日
髙　

正
敏

◇
六
反
地
一

正　

谷
本　

清
告

副　

田
中　

啓
司

◇
六
反
地
二

正　

佐
藤
幸
次
郎

副　

藤
村　
　

亘

◇
六
反
地
三

正　

川
田　

喜
一

副　

好
井　

洋
一

◇
昭
和
通
り

正　

武
富　

元
紀

副　

川
西　

義
仁

◇
中
原
西

正　

梅
舎　

安
信

◇
中
原
東

正　

横
井　

義
和

◇
蓮
尺
南

正　

増
井　
　

博

副　

増
井　

忠
男

〃　

十
川　
　

章

◇
蓮
尺
北

正　

竹
内　

功
樹

副　

野
保　
　

修

◇
下
川
津
山
田

正　

光
中　

春
雄

副　

安
藤　

知
章

◇
中
塚

正　

鎌
田
百
美
子

副　

川
岡　

仁
美

◇
中
塚
第
二

正　

河
﨑　

成
記

副　

小
林　

勝
巳

◇
弘
光
一

正　

三
好　

一
利

◇
弘
光
二

正　

川
田　

義
光

◇
元
結
木

正　

河
﨑　

史
郎

副　

河
﨑　

文
美

◇
西
原

正　

三
木　

滋
子

副　

茶
本　

和
弘

◇
上
西
原

正　

松
岡
江
利
子

副　

臼
井　

敏
城

◇
西
又
一

正　

佐
藤　

道
夫

副　

佐
藤　

寿
彦

◇
西
又
二

正　

矢
野　

寛

◇
西
又
三

正　

冨
士
井　

均

◇
西
又
四

正　

東
田　

誠
央

◇
下
樋

正　

國
重　

昌
昭

副　

中
川
喜
代
美

◇
あ
け
ぼ
の

正　

西
森　

智
浩

副　

河
野　

英
三

◇
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
川
津

正　

大
東　

英
正

副　

吉
川　

幸
夫

◇
下
川
津
本
村
西

正　

宮
本　

浩
昌

副　

出
渕
裕
美
子

◇
下
川
津
本
村
中

正　

出
渕　

雅
之

副　

出
渕　

知
之

松 

山

◇
高
屋
町
塩
口

正　

植
田　

太
造

副　

藤
川　

春
代

◇
〃
沖

正　

三
野　

靖
夫

副　

三
野　
　

茂

◇
〃
下
所

正　

宮
武　

正
文

副　

大
比
賀
俊
夫

◇
〃
蚊
渕

正　

宮
川　

隆
文

副　

三
野　

之
雄

◇
〃
原

正　

阪
口　

秀
樹

副　

真
鍋　

敏
昭

◇
〃
松
井
南

正　

鈴
木
喜
代
志

副　

松
川　

嘉
文

◇
〃
松
井
北

正　

佐
藤　

悦
子

副　

田
中　

栄
一

◇
〃
上
屋
敷
西

正　

徳
田　

斌
介

副　

山
本　

敏
弘

◇
〃
上
屋
敷
東

正　

松
井　

武
夫

副　

山
下　
　

勝

◇
〃
川
原

正　

中
村　

清
一

副　

阿
部　

良
子

◇
〃
中
屋
敷

正　

福
井　

博
章

副　

福
井　
　

猛

◇
〃
仲
畔

正　

松
浦
伊
津
子

副　

藤
本　
　

正

〃　

西
山　
　

修

◇
〃
東
條

正　

牧　
　
　

弘

副　

東
山　

君
代

◇
〃
揚
北

正　

保
井　

利
夫

◇
神
谷
町
奥

正　

小
杉　

久
雄

副　

田
中　

孝
治

◇
〃
第
一

正　

吉
井　

貴
廣

副　

山
下　

忠
義

◇
〃
第
二

正　

池
田　

晃
英

副　

河
合　

宏
昭

◇
〃
第
三

正　

松
田　

浩
亨

副　

吉
岡　
　

優

◇
〃
第
四

正　

山
本　

静
夫

副　

野
口　

俊
朗

〃　

石
橋　

靖
廣

◇
〃
中
所

正　

綾
田　

博
文

副　

田
井　

良
昭

◇
〃
南

正　

中
村　

尚
人

副　

坂
下　
　

博

◇
青
海
町
向

正　

新
開　
　

薫

副　

町
川　

宗
司

◇
〃
上

正　

品
治　

主
幸

副　

松
下　

光
男

◇
〃
中
村

正　

藤
井　

正
和

副　

森
田　

宏
和

◇
〃
北
山

正　

冨
木
田
好
作

副　

冨
木
田
雅
男

◇
〃
鎹

正　

要　
　

敬
三

副　

川
井　

英
生

◇
大
屋
冨
町
新
川
南

正　

髙
木　

晴
市

副　

三
野　

勝
也

◇
〃
新
地

正　

谷
澤　

敏
数

◇
〃
須
加
中
央

正　

香
川　

幸
夫

副　

渡
辺　

久
修

◇
〃
須
加
南

正　

髙
橋　

和
彦

副　

香
川　

孝
司

◇
〃
須
加
北

正　

髙
津　

正
明

副　

山
田　

耕
平

◇
〃
川
端

正　

川
田　
　

稔

副　

髙
橋　

靖
幸

◇
〃
川
南

正　

髙
橋　

壯
明

◇
〃
川
北

正　

藤
岡　

郁
夫

副　

宮
井　

敏
博

◇
〃
谷
西

正　

川
西　

和
德

副　

吉
川　

勝
仁

◇
〃
谷
東

正　

三
宅
世
志
久

副　

宮
﨑　

俊
治

◇
〃
中
南

正　

川
井　

信
彦

副　

大
数
加　

泰

◇
〃
中
北

正　

河
邊　

信
賀

副　

中
数
賀
吉
久

王 

越

◇
東
分
第
一

正　

佐
竹　

正
得

副　

宮
下　

睦
美

◇
東
分
第
二

正　

宮
下　

正
則

副　

入
江　

康
夫

◇
南
条

正　

池
内　

幹
夫

副　

濵
﨑　

𠮷
則

◇
西
分
第
一

正　

木
渡
路
裕
司

副　

上
野　

秀
樹

◇
西
分
第
二

正　

大
越　

忠
則

副　

都
崎　

一
成

◇
西
脇

正　

端　
　

正
義

副　

馬
場　

敏
幹

◇
浜
分
第
一

正　

乃
村　
　

渉

副　

髙
橋　

昌
也

◇
浜
分
第
二

正　

東
原　

敏
明

副　

三
木
伊
佐
雄

◇
木
沢
一
区
西

正　

坂
本　

康
夫

◇
木
沢
一
区
東

正　

中
條　

正
憲

副　

下
浦　

茂
行

◇
木
沢
二
区
南

正　

石
垣　

真
司

副　

谷
本　

明
俊

◇
木
沢
二
区
北

正　

西
脇　

正
雄

副　

石
垣　

幸
徳

◇
木
沢
三
区
西

正　

奥
条　

安
彦

副　

金
生　

雅
愛

◇
木
沢
三
区
東

正　

梶
野　

幹
夫

副　

中
下　

利
行

◇
木
沢
四
区
東

正　

北
山　
　

穣

副　

古
家　

月
夫

◇
木
沢
四
区
西

正　

下
津　

繁
信

副　

岡
本　

康
之
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くらしの

情報

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

市
生
涯
学
習
課
（
☎
44
・
５
０
２
５
）

 

8
月
17
日（
土
）午
前
９
時
〜

 

五
色
台
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

ク
ラ
フ
ト
ハ
ウ
ス

 

市
内
在
住
の
４
歳
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

 

竹
ク
ラ
フ
ト
・
調
理
体
験
・
お
菓
子
つ
か
み
取
り

 

20
組（
申
込
先
着
順
）

 

1
組
１
，５
０
０
円（
大
人
２
人
目
か
ら
５
０
０
円
追
加
）

 

8
月
５
日（
月
）申
込
締
切

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル 

開
館
時
間
延
長

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル
（
☎
49
・
４
７
７
０
）

次
の
期
間
、
開
館
時
間
を
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

に
延
長
し
ま
す
。

 

7
月
１
日（
月
）〜
８
月
31
日（
土
） 

 

（
９
月
１
日（
日
）か
ら
は
通
常
通
り
開
館
）

※ 

渇
水
に
よ
り
プ
ー
ル
を
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

香
川
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー

市
政
策
課
（
☎
44
・
５
０
０
１
）

 

7
月
24
日（
水
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

市
民
ふ
れ
あ
い
会
館

 

四
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学 

 
̶

壺
井
栄
・
黒
島
傳
治
を
中
心
に̶

 

無
料（
申
込
不
要
）

 

講
師
：
教
育
学
部
准
教
授 

渡
邊 

史
郎 

氏

坂
出
こ
ど
も
茶
道
教
室 

受
講
者
募
集

大
橋
記
念
図
書
館
（
☎
45
・
６
６
７
７
）

 

7
月
〜
11
月
の
第
４
日
曜
日 

午
後
２
時
〜（
全
５
回
）

 

大
橋
記
念
図
書
館

 

小
学
生
〜
高
校
生（
連
続
受
講
可
能
な
か
た
）

 

10
人（
申
込
先
着
順
）

 

無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）

 

7
月
５
日（
金
）か
ら
申
込
受
付

文
学
講
座
〜
平
家
物
語
〜

坂
出
市
文
化
協
会 

多
田
羅
（
☎
46
・
５
３
５
７
）

 

7
月
15
日（
祝
）午
前
10
時
〜 

 

８
月
11
日（
祝
）午
前
９
時
30
分
〜

 

大
橋
記
念
図
書
館

働
く
女
性
の
家
一
日
講
座 

家
庭
料
理

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
46
・
２
４
６
３
）

 

7
月
24
日（
水
）午
前
10
時
〜

 

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

20
人（
申
込
先
着
順
）

 

1
，０
０
０
円（
材
料
費
）

 

7
月
３
日（
水
）か
ら
申
込
受
付

ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー

坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

（
☎
45
・
６
８
２
０
、
43
・
５
２
１
３
）

①
家
庭
果
樹
の
育
て
方
②
夏
の
寄
植
え
作
り

 

7
月
21
日（
日
） ①
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
45
分  

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分

 

番
の
州
公
園
管
理
事
務
所

 

①
20
人
②
12
人（
い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
）

 

①
５
０
０
円
②
３
，０
０
０
円

 

7
月
１
日（
月
）か
ら
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
込
受
付

夏
休
み 

親
子
手
話
教
室

香
川
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

（
☎
０
８
７
・
８
６
８
・
９
２
０
０
）

 

7
月
21
日（
日
）・
24
日（
水
）・
８
月
７
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜（
21
日
は
午
前
10
時
〜
も
開
催
）

 

香
川
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
高
松
市
）

 

小
学
生
〜
中
学
生（
子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
可
）

 

21
組（
申
込
先
着
順
）

 

1
組
５
０
０
円

医
療
講
演
会
・
交
流
会

中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
（
☎
24
・
９
９
６
１
）

● 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
・
家
族
交
流
会
「
集
う
場
」

 

7
月
９
日（
火
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

梅
の
里
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
綾
川
町
）

 

理
学
療
法
士
に
よ
る
勉
強
会
・
座
談
会

● 

脊
髄
小
脳
変
性
症
・
多
系
統
萎
縮
症  

 

医
療
講
演
会
・
交
流
会

 

7
月
31
日（
水
）午
後
２
時
〜
４
時

 

中
讃
保
健
福
祉
事
務
所（
丸
亀
市
）

 

講
師
：
香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

 

神
経
内
科
客
員
准
教
授 

鎌
田 

正
紀 

氏

古
文
書
講
座

坂
出
市
史
編
さ
ん
所
（
☎
44
・
４
０
４
４
）

 

7
月
６
日（
土
）・
８
月
３
日（
土
）・
９
月
７
日

（
土
）午
後
２
時
〜

 

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

自
衛
官
等
募
集

自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所
（
☎
23
・
６
４
２
０
）

●
一
般
曹
候
補
生

 

9
月
20
日（
金
）〜
22
日（
日
）の
う
ち
１
日

 

18
歳
以
上
33
歳
未
満

●
航
空
学
生

 

9
月
16
日（
祝
）

 （
空
自
）18
歳
以
上
21
歳
未
満

（
海
自
）18
歳
以
上
23
歳
未
満

 

7
月
１
日（
月
）〜
９
月
６
日（
金
）

※ 

採
用
説
明
会
を
丸
亀
地
域
事
務
所
で
７
月
中
毎
日
実
施
。

テ
レ
ビ
視
聴
に
関
す
る
お
知
ら
せ

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
受
信
障
害
対
策

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
０
１
２
０
・
７
０
０
・
０
１
２

☎
０
５
０
・
３
７
８
６
・
０
７
０
０
）

携
帯
電
話
の
新
し
い
電
波
の
利
用
開
始
に
伴
い
、
テ
レ

ビ
映
像
に
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ

映
像
が
乱
れ
る
な
ど
の
影
響
が
出
た
場
合
は
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
回
復
費
用
は
７

０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会
が
負
担
し
ま
す
。

講
演
・
講
座

募
集
・
そ
の
他

第
31
回
会
長
杯
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

市
川
（
☎
46
・
７
８
６
７
）

 

7
月
20
日（
土
）午
後
５
時
30
分
〜

 

市
立
体
育
館

 

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

 

男
子
チ
ー
ム
・
女
子
チ
ー
ム
・
混
合
チ
ー
ム

 

1
チ
ー
ム
２
，０
０
０
円

 

7
月
17
日（
水
）ま
で
に
市
立
体
育
館（
☎
45
・

６
６
７
０
）へ
電
話
に
て
。

第
１
０
０
回
さ
か
い
で
楽
市
楽
座 

七
月
市

同
実
行
委
員
会
（
☎
46
・
２
７
０
１
）

 

7
月
21
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時

 

駅
前
お
よ
び
そ
の
周
辺

 

先
着
１
０
０
人
に
お
え
か
き
バ
ル
ー
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

※
出
店
者
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披
露
希
望
者
も
随
時
募
集
中
。

第
６
回
山
地
勉
杯

Ｇ
Ｏ
・
碁
・
こ
ど
も
・
大
人
囲
碁
大
会

坂
出
市
囲
碁
研
修
会 

沼
田
（
☎
０
８
０
・
３
８
３
５
・
６
１
８
８
）

 

7
月
７
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜

 

坂
出
市
万
葉
会
館

 

1
，０
０
０
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
フ
ェ
ス
２
０
１
９

坂
出
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
46
・
５
０
７
８
）

 

8
月
４
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
正
午

 

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
会
館

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験（
朗
読
・
車
イ
ス
）、
健
康

相
談
、
小
物
作
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
等

五
色
台
自
然
楽
校

〜
夏
の
森
を
歩
い
て
水
鉄
砲
を
作
ろ
う
〜

休
暇
村
讃
岐
五
色
台
（
☎
47
・
０
２
３
１
）

 

8
月
４
日（
日
）午
前
８
時
50
分
〜
正
午

 

五
色
台
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
前
集
合

 

夏
の
森
歩
き
、
竹
で
水
鉄
砲
作
り

 

40
人

 

無
料

 

8
月
１
日（
木
）申
込
締
切

ま
ろ
っ
子
ひ
ろ
ば「
防
災
か
る
た
で
学
ぼ
う
！
」

さ
か
い
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

ま
ろ
っ
子
ひ
ろ
ば
（
☎
35
・
８
１
１
９
）

 

7
月
29
日（
月
）午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

 

ま
ろ
っ
子
ひ
ろ
ば　

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

 

年
少
〜
年
長
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
７
組

 

防
災
か
る
た
を
使
い
防
災
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

 

講
師
：
整
理
収
納
教
育
士 

道
久 

礼
子 

氏

勾ま
が

玉た
ま

づ
く
り
体
験
講
座

鎌
田
共
済
会
郷
土
博
物
館
（
☎
46
・
２
２
７
５
）

 

7
月
27
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

鎌
田
共
済
会
郷
土
博
物
館

先
着
30
人（
小
学
2
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

３
０
０
円

 

7
月
２
日（
火
）か
ら
申
込
受
付

土
曜
デ
ー
DE
き
ん
と
き
ネ
ッ
ト
子
ど
も
食
堂

か
が
わ
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

友
愛
館
（
☎
85
・
５
２
７
７
）

 

7
月
27
日（
土
）午
後
５
時
〜
な
く
な
り
次
第
終
了

 

坂
出
元
町
名
店
街
入
口

 

1
日
子
ど
も
食
堂
オ
ー
プ
ン（
カ
レ
ー
１
０
０
円
）

五
色
台
体
験
教
室

五
色
台
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
47
・
２
４
７
９
、

47
・
２
０
４
８
）

①
蜂
蜜
絞
り
＆
蜜
蝋
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

 

7
月
27
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜
正
午

 

12
グ
ル
ー
プ（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

 

1
人
７
０
０
円（
保
険
料
込
）

 

7
月
13
日（
土
）午
後
４
時
申
込
締
切

②
ハ
ナ
バ
チ
・
カ
リ
バ
チ
の
家
作
り
！

 

8
月
３
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

 

10
グ
ル
ー
プ（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

 

1
人
２
０
０
円（
保
険
料
込
）

 

7
月
27
日（
土
）午
後
４
時
申
込
締
切

 

五
色
台
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

ク
ラ
フ
ト
ハ
ウ
ス

鎌
田
醤
油
の
夏
休
み
１
日
子
ど
も
し
ょ
う
ゆ
教
室

鎌
田
醤
油
（
☎
０
８
７
７
・
46
・
０
１
０
０
）

 

7
月
29
日（
月
）・
30
日（
火
）（
ど
ち
ら
か
１
日
） 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

 

鎌
田
醤
油
蔵
元
直
売
所
前 

集
合

 

小
学
４
〜
６
年
生

 

各
日
親
子
10
組
20
人（
申
込
先
着
順
・
子
ど
も

の
み
の
参
加
も
可
）

 

子
ど
も
４
０
０
円
、
大
人
６
０
０
円（
昼
食
代
込
）

 

7
月
22
日（
月
）ま
で
に
メ
ー
ル
に
て
。 
 

（

kodom
o@
kam

ada-soy.co.jp

）

福
祉
の
職
場
説
明
会

香
川
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
７
・
８
３
３
・
０
２
５
０
）

 

7
月
24
日（
水
）①
午
前
10
時
〜
正
午 

 

　
　

：
福
祉
の
職
場
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、  

②
午
後
1
時
〜
4
時
：
就
職
説
明
会

 

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川（
高
松
市
）

 

福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
か
た

 

無
料（
申
込
不
要
）

イ
ベ
ン
ト

1～5日 小林水道
46-5977

多田羅水道
46-3053

森崎工業
46-1371

大屋冨工作所
47-0252

長尾環境設備
46-3863 キ

ト
ロ
工
業
所　

42-

０
１
２
６

ナ
カ
ト
ミ　

47-

０
７
２
９

6～10日 中山住設
46-4427

藤沢住設
46-2192

中條電機水道
46-4261

光産業
46-5096

藤堂設備
48-2860

11～15日 山田管工業
46-1894

ナニワヤ
46-5656

旭電機水道
46-2898

十河電機水道
47-0328

昇栄水道
48-0358

16～20日 小林水道
46-5977

田中水道
46-2807

ニシオ
45-0051

ナカトミ
47-0729

高橋産業
46-4984

21～25日 中山住設
46-4427

中川設備機器
46-2901

鈴木設備商会
46-2021

大信総業
46-1530

長尾環境設備
46-3863

26～月末 山田管工業
46-1894

山田水道
46-3794

高倉工業所
46-3057

大屋冨工作所
47-0252

藤堂設備
48-2860

7
月
の
水
道
当
番
店

・
納
期
限
は
、
7
月
31
日
㈬
で
す
。

・
市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

・
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
で
。

固
定
資
産
税 

※ 

2
期

国
民
健
康
保
険
税 

※ 

1
期

介
護
保
険
料 

1
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

1
期

※
の
付
い
て
い
る
も
の
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
広
報
6
月
号
5
ペ
ー
ジ
の
「
水
道
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
」

の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

正
）
川
風
穂
埜
香　
　
　

誤
）
川
風
穂
香

15 14広報 さかいで2019. 7
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挑戦！おもてなし英会話挑戦！おもてなし英会話

子育て世代では、子どもが理解しやすい
方言がよく使われます。例えば「ぴっぴ
（うどん）」、「どんどろさん（雷）」、「おっ
ぱ（おんぶ）」、「おんまい（おかし）」な
ど。「おっちん（お座り）しなさい」、「こ
んする（転ぶ）よ」などの呼びかけや、「どくれる（す
ねる）」、「しける（人見知りする）」、「ねくじょ（眠れず
ぐずぐず言う）」などもよく耳にします。また、「なきじ
び（泣き虫）」や「あまえた（甘えん坊）」も方言です。
ちなみに子守りすることを「ぼる」といいます。世代や
環境によって使う方言にも特色がありますね。

クイズの答え　初級）耐えられない　中級）ボタン　上級）年寄りじみた   （正解率は、秘書広報課アンケート結果より。）

バドミントン部は男
子4人、女子3人の7人
で活動しています。練
習では主に、フット
ワークや基礎打ちの
ほか、ダブルスとシン
グルスに分かれてパ
ターン練習などをし
ています。平日は、毎

日少しずつ体幹や脚力を鍛えるトレーニングをがんばってい
ます。また、土・日曜日にはコーチや先輩が来て、技術やダ
ブルス、シングルスの戦術のアドバイスをしてくださってい
ます。
人数は少ないですが、みんな仲が良く、県大会への出場を目
標に、楽しく厳しい部活動ができていると思います。

私
の
学
校
で
は
、
新
聞
記
事
を
も
と
に
自
分
の
考
え
を
発
表
す

る
「
新
聞
で
語
る
会
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通

し
て
、
同
じ
記
事
で
も
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

私
が
見
つ
け
た
記
事
の
中
に
、『
統
一
地
方
選
後
半
戦
始
ま
る

「
女
性
ゼ
ロ
議
会
」
解
消
に
注
目
』
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
科
の
授
業
で
、
女
性
が
普
通
選
挙
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
男
性
よ
り
も
ず
っ
と
後
だ
っ
た
こ
と
は
学
ん
で
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
男
女
平
等
が
当
た
り
前
に
な
り
、
男
女
参
画
社
会

が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
代
で
、
政
治
に
関
し
て
は
大
き
な
差
が
あ

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
私
が
今
ま
で
に
児
童
会
・
生
徒
会
活
動

で
接
し
た
ど
の
学
校
で
も
、
役
員
は
男
女
が
ほ
ぼ
同
数
で
、
女
子

が
会
長
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
で
す
。
学
校
や
社
会
を

よ
り
よ
く
し
て
い
く
こ
と
に
、
性
別
は
関
係
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
母
や
祖
母
は
仕
事
を
し
な
が
ら
、
家
族
の
世
話
も
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
女
性
議
員
が
い
る
と
、
ど
れ
だ
け
子
育
て
や

家
の
仕
事
が
大
変
か
を
分
か
っ
て
も
ら
え
る
で
し
ょ
う
。
一
人
ひ

と
り
の
小
さ
な
困
り
事
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
人
権
の
尊
重
に

も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
男
女
同
数
に
す
る
た
め
に
、「
ペ
ア
選
挙
」
を
導

入
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
、
会
社
で
、
多
く
の
女
性

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
地
方
議
会
で
も
、
多
く
の
女

性
が
代
表
と
し
て
活
躍
す
る
社
会
に
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
ま
し
た
。

瀬居中学校  
バドミントン部

3年 須鼻 華生  さん

東京オリンピック＆パラリンピックまであと1年。そして訪日外国人
の波は地方にも！坂出に来てよかったと思ってもらえるように、今こ
そ勇気をだして外国人とのコミュニケーションに挑戦しましょう。

今回も、坂出の名所にまつわる表現です。

お遍路さんの表現には、88 Temple PilgrimageやShikoku 
Pilgrimage、Pilgrimage to 88 sacred places など、省略し
たものを含めいろいろな言い方がありますが、巡礼を意味する
「pilgrimage」という単語を使うと話が通じやすいのでぜひ覚
えて使ってみてください。

行政相談
男女共同参画相談

17日 ㈬
10：00～15：00

市総務課
（☎44・5002）

人権相談 16日 ㈫
10：00～15：00

本庁舎2階
（☎44・5008）

定例農家相談   8日 ㈪ 
9：00～11：00

市農業委員会
（☎44・5013）

記帳指導相談
ＩＴ相談（随時）
労務相談
金融相談（随時）
商工業者法律相談
創業相談
事業承継

17日 ㈬
13：00～16：00
10：00～16：00
13：00～15：00
10：00～15：00
13：00～16：00
13：00～16：00
10：00～16：00

商工会議所
（☎46・2701）

※商工業者を対象とした相談です。
 （要予約）

年金相談 第2 ㈭ （要予約）
10：00～15：00

本庁舎2階
※ご予約は、街角の年金相談センター高松
（☎087・811・6020）

家庭児童・女性相談 毎週 ㈪～㈮
8：30～17：00

市こども課
（☎44・5027）

障がい・療育相談
（発達障がい含む）

第2 ㈫
9：30～11：30

市ふくし課
※事前に電話で実施の確認を
　お願いします。

（☎44・5007）

手話通訳者設置 毎週 ㈪・㈬・㈮
8：30～17：00

市ふくし課
（☎44・5007）

育児相談 毎週 ㈪～㈮
8：30～17：00

子育て支援センター
みどり保育園内
金花保育園内
まろっ子ひろば内
※9：00～17：00

子どもの発達相談 第2 ㈬（要予約）
①13：00～②14：30～

かがわ子ども・子育て支援センター
友愛館 （☎85・5277）

住宅耐震相談 毎週 ㈪～㈮
8：30～17：00

市建設課
（☎44・5011）

福祉総合一般相談 毎週 ㈪～㈮
9：30～15：00

坂出市社会福祉協議会
福祉総合相談センター

（☎45・1133）

法律相談（弁護士相談日）
※事前に福祉総合一般相談を受けてください

第3 ㈭
13：00～16：00

社会保険労務士相談 第1・3 ㈬
9：30～12：00

土地家屋調査士相談
（6・9・12・3月実施）

第2 ㈬
9：30～12：00

成年後見制度相談 第2・4 ㈮
13：00～15：00

成年後見センター
坂出市社会福祉協議会内

（☎46・5038）

交通事故相談 毎週 ㈬・㈭・㈮
8：30～17：00

交通相談所
勤労福祉センター内

（☎46・5511）
※勤労福祉センターの開館日に
　あわせて、相談日の変更あり。

交通事故相談（弁護士相談日） 第2・4㈭（要予約）9：00～12：00

教育相談 毎週 ㈪～㈮
9：00～17：00

少年育成センター
（☎46・2777）

（☎44・3930）
（☎46・8747）
（☎35・7374）

新しくなった

 で 王越の魅力を発信！

王越 ランド

ヒント：2ページ

　はがきに、クイズの答え・住所・氏名・年
齢・広報誌に対する感想を書いてお寄せく
ださい。

応募の宛先
　〒762-8601 坂出市室町二丁目3番5号
　　　　　　   　市秘書広報課  宛

応募締切　7月11日（木）必着

　正解者の中から抽選で3名様に、図書
カード（500円分）を差し上げます。当選者
の発表は、賞品の発送をもって代えさせて
いただきます。
先月号の正解　出前（22人のご応募をいただきました。）

こたえる（正解率83％）
【用例】連日の暑さにこたえる。

はせ（正解率67％）
【用例】シャツのはせ取れとるで。

ひちじゅげな（正解率0％）
【用例】若いのにひちじゅげなことを言う。

子育て世代の方言Nice. We have the 79th 
temple called Koshoin 
Ten-noji Temple, and 
the 81st temple called 
Shiromineji Temple in 
Sakaide.
いいですね。坂出には79番札所の高
照院 天皇寺と81番札所の白峯寺が
あります。

I am touring around the 
Shikoku 88 Temple Pilgrimage.
四国八十八ヵ所巡りをしています。

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つい
て

岩黒中学校
２年 岩中 楓さん

子
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幼児向け 一般向け 一般向け

主任司書　岡西 さん

と　き 地　区

2日㈫ 府 中

3日㈬ 加 茂

4日㈭ 川 津

5日㈮ 東 部

9日㈫ 松山・王越

10日㈬ 瀬 居

11日㈭ 金山・江尻

12日㈮ 附 属

17日㈬ 林 田

18日㈭ 府 中

19日㈮ 西 庄

23日㈫ 島しょ部

24日㈬ 東 部2日㈫ ブッ クスタート
　　（場所：地域保健センター）

13：30～

夢ゆめクラブのみなさんによる指人形展

6日㈯ 英語よみきかせ 11：00～
〃 映画の会 14：00～
7日㈰ 本のリサイクル八日市 10：00～
9日㈫ ゆりかごおはなし会 10：30～
10日㈬ わらべうたであそぼう 10：30～
12日㈮ 天体観察会 19：30～
13日㈯ 留学生よみきかせ会 10：00～
〃 おはなし会 14：00～
19日㈮ 赤ちゃんタイム 9：00～
20日㈯ おはなし会 11：00～
24日㈬ 映画の会 10：30～
25日㈭ 太陽黒点観察会 10：00～
26日㈮ 紙芝居の会 10：30～
28日㈰ 親子工作「僕・私の部屋」 9：30～
〃 読書会bibluv 10：00～

毎週 ㈫・㈯ ぱそこん寺子屋 9：00～
毎週㈰ にほんご＠坂出（第5日曜は除く） 14：00～

制作風景を見
学

5月1日～31日 （ご遺族の申込みにより掲載しています）

vol.85

避
難
の
心
得

 

（
台
風・豪
雨
編
）

問合先▷ 市職員課危機監理室（☎44・5023）

防災ひとくちメモ  今月の放送は 3日・17日・31日（水）pm0：07～、7：07～（FM SUN 76.1Mhz）

＊さかいで1
ぼうさい

31おとめ隊とは市女性職員有志による防災チームです。

さかいで131おとめ隊*
長野　麻衣（生涯学習課）

ライオン㈱ヘルスケアマイスター
芳賀  理佳  さん

&
プロジェクト通信

「キレイキレイのまち 坂出」

貸出
ランキング
（平成30年11月～平成31年4月）

紙芝居

1 はじめてのおおきなかぶ
教育画劇

2 アンパンマンとおばけさわぎ
フレーベル館

3 ろくろくびのおかあさん
童心社

4 おむかえだあれ？
童心社

5 おべんとうのえんそく
教育画劇

休 館 日
 1日（月）
 8日（月）
16日（火）
22日（月）
29日（月）
31日（水）

thinking
坂出高校 2年　上西　よつ葉さん

市内の高校写真部より毎月とっておきの1枚が
届きます。来月は坂出商業高校！

予防ができれば、
食中毒は怖くない！

食中毒を予防する3原則とは

　梅雨入りから残暑の厳しい9月頃までは、「食中毒」の
リスクが高まります。それは原因となる細菌の多くが高
温高湿の環境を好む性質があるためです。今回は食中毒
の原因となる細菌を体内に入れないための3原則をご紹
介します。
① 手の細菌を食べ物に「つけない」
→ 調理の前には、石けんやハンド
ソープを使ってしっかり手洗い
しましょう！

②食べ物についた細菌を「増やさない」
→ 保存は冷蔵や冷凍するなど低温で。購入した食品はな
るべく早く食べきりましょう！

③食べ物や調理器具についた細菌を「やっつける」
→ 食品は十分に加熱調理しましょう！（食品の中心温度
が75℃以上で1分以上の加熱が目安）

問合先▷ 市政策課企業立地推進室（☎44・5001）

先月の広報で災害時の「在宅避難」について
ご紹介しましたが、無理は禁物。危険を感じ
た際には早めの避難をお勧めします。今回は
台風・豪雨時の避難について心得をご紹介し
ます。

避難場所を知るべし！
坂出市では、台風等によって災害が発生、ま
たは発生する恐れがある場合は下記表のとお
り避難場所を開設します。
東部・西部・中央 ふれあい会館
西庄・金山 西庄公民館
林田 林田公民館
加茂 加茂公民館
与島 瀬居小学校・万葉会館
府中 広域水道企業団府中事務所
川津 川津公民館
松山 松山公民館
王越 交流の里おうごし

避難のタイミングを図るべし！
避難情報はテレビやラジオ、携帯やスマート
フォンの緊急エリアメール、屋外放送等でお
知らせしますので情報を随時チェックし、早
めの避難を心がけましょう。

自分に必要なものは持参するべし！
食料や備蓄品の配布はありません。水や食
料、ラジオ、毛布など、必要なものは各自持
参をお願いします。
避難場所にいくことだけが避難ではありません。
家族や知人の家、自宅の2階など自分の状況に
合わせて選択できるように日頃から考えておき
ましょう！

●第20回記念展　書の美
会　期　　（開催中）～7月14日㈰
休館日　　月曜日
香川の書壇を代表する一流書家の選
抜展として漢字・仮名・前衛・近代
詩文・大字書・篆刻の72作家が会派
を超え出品。推薦委員は小森秀雲、
大西きくゑ、青木幽碩、東原吐雲の
4氏。記念企画として美術館が収蔵
する「書の美」関連作品も初公開さ
れる。

8月開催予定の瀬戸芸2019県内連携事
業「郷土の作家シリーズ⑨南条嘉毅展」
の一部作品が7月下旬に塩業資料館ロ
ビーでも制作されます。制作現場は自由
に見学可能で
すが、制作日
時は美術館ま
でお問い合わ
せください。 小森秀雲「龢（和）」

 《美術館収蔵作品》

神の化身八咫烏に導かれ、滅亡した
尼子氏残党が姫のもとに集結する。
著者初の歴史ファンタジー。

尼子姫十勇士
諸田 玲子 著 / 毎日新聞出版

海はどうして青いの？海にまつわる
素朴な疑問に、美しい写真を添えて
シンプルに答えたビジュアルブック。

世界でいちばん素敵な海の教室
藤岡 換太郎 監修 / 三才ブックス

ひとりぼっちのリスのシリルは、あ
る日自分とそっくりなパットに出会
います。二人はすぐに仲良しになり
ますが…。

シリルとパット　ともだちになろう
エミリー・グラヴェット 作 /  

フレーベル館

今年から、夏休みの「映画の会」と「紙芝居の会」の開催
時間を午前に変更します。時間は10時30分からです。く
わしくは2、3ページのイベント特集をご覧ください。

その1

その2

その3

細菌を「寄せつけない！撃退する！」調理行動で、
安全でおいしい料理を作りましょう！

んんん
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PICK UP

子育て
お悩み相談室

の

Child  Care

場所：地域保健センター   ☎45・7437 市けんこう課   ☎44・5006

市立病院糖尿病内科部長
  大工原  裕之  先生

健康教室休日当番院
西大浜緑地公園（9：30～11：00）※雨天時：坂出市民武道場 ☎
9日（火） Hop Step ウォーキング① 尾島 健康運動指導士 A

23日（火） Hop Step ウォーキング② 尾島 健康運動指導士 A

市民ふれあい会館 ☎
4日（木） 9：30～ 1.5h 足指と足首を柔らかくしよう 池田 健康運動指導士 B

5日（金）14：00～ 1.5h ミュージック・ヒーリング 栗田 音楽療法士 B

10日（水）10：00～ 1h 子育て世代のためのyoga教室（託児は要予約） 福岡 ヨガ講師 A

11日（木） 9：30～ 1.5h 音楽に合わせて体操教室 尾島 健康運動指導士 B

17日（水）14：00～ 1.5h 指で描くパステルアート 清水 菜津美 B

19日（金） 9：30～ 1.5h ヨーガで心も体もリラックス 福岡 健康運動指導士 B

24日（水）15：00～ 1h 子育て世代のためのyoga教室（託児は要予約） 福岡 ヨガ講師 A

25日（木）14：00～ 1.5h 足指と足首を柔らかくしよう 田中 健康運動指導士 B

勤労福祉センター（9：30～11：00） ☎
12日（金） 脳とからだの若返り教室～コグニサイズ～ リ ハ ビリ 専門職 B

26日（金） 脳とからだの若返り教室～運動教室～ リハ ビリ 専門職 B

31日（水） 男性はつらつ教室 渡里 健康運動指導士 B

坂出市立病院２階講堂 （14：00～15：00） ☎
9日（火） ロコモティブシンドロームを知っていますか？ 整形外科医員 齊藤 仁彦 C

10日（水） 糖尿病教室「低血糖について正しく知る」糖尿病内科部長 大工原 裕之 C

24日（水） 「ミネラル」足りていますか？ 栄養管理科技術主任 中村 佳代 C

☎A＝市けんこう課（☎44・5006）B＝市地域包括支援センター（☎44・5091）Ｃ＝市立病院（☎46・5131）

永井循環器内科医院  川津町（☎44・1177）
赤沢病院  府中町（☎48・3200）
番の州ハピネスクリニック  八幡町（☎44・5566）

7
日（
日
）

回生病院  室町（☎46・1011）
14
日（
日
）

福家内科クリニック  加茂町（☎48・0331）
林内科呼吸器科医院  白金町（☎46・5302）
井上胃腸科肛門科クリニック  宇多津町（☎49・1700）

15
日（
祝
）

聖マルチン病院  谷町（☎46・5195）
28
日（
日
）

坂出市立病院  寿町（☎46・5131）
21
日（
日
）

Hop Step ウォーキングのテーマ
外を歩いてみよう♪

鬼
の
霍か

く

乱ら
ん

め
っ
た
に
病
気
を
し
な
い
人
が
風
邪
を
引
い
た
り
す
る
と

「
鬼
の
霍
乱
だ
ね
」
な
ど
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
も
と
も
と
霍

乱
は
東
洋
医
学
の
病
名
で
、
熱
中
症
の
ほ
か
、
嘔
吐
や
下
痢

を
も
よ
お
す
急
性
胃
腸
炎
の
総
称
で
す
。

熱
中
症
は
、
従
来
は
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
に
よ
く
み
ら
れ

ま
し
た
が
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
酷
暑
に
よ
り
、
屋
外
労
働

者
の
み
な
ら
ず
、
最
近
で
は
屋
内
の
高
齢
者
の
死
亡
事
故
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

病
状
は
三
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。
Ⅰ
度
（
軽
症
）
は
突
然

の
こ
む
ら
返
り
や
立
ち
く
ら
み
、
Ⅱ
度
（
中
等
症
）
で
は
激

し
い
疲
労
感
と
下
痢
や
嘔
吐
が
み
ら
れ
ま
す
。
Ⅰ
〜
Ⅱ
度
の

段
階
で
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
、
危
険
な
重
症
化
を
避
け
た

い
も
の
で
す
。

応
急
処
置
の
基
本
は
、
運
動
停
止
と
適
切
な
水
分
補
給
で

す
。
屋
外
で
あ
れ
ば
直
接
日
光
の
あ
た
ら
な
い
場
所
に
移
し

て
、
頭
部
に
水
を
か
け
る
の
も
効
果
的
で
す
。
衣
服
を
緩
ま

せ
て
、
熱
が
放
散
し
や
す
い
状
態
に
し
て
、
涼
し
い
部
屋
で

体
全
体
を
冷
や
し
ま
す
。
い
き
な
り
冷
た
い
飲
み
物
を
与
え

る
と
腹
痛
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
程
冷

え
て
い
な
い
も
の
を
少
し
ず
つ
飲
ま
せ
ま
す
。
ひ
ど
く
苦
し

む
よ
う
な
ら
、
早
急
に
医
師
の
受
診
が
必
要
で
す
。

高
熱
を
発
し
て
う
わ
言
を
口
走
る
よ
う
に
な
る
と
Ⅲ
度

（
重
症
）
で
す
。
非
常
に
危
険
な
状
態
で
、
致
死
率
は
30
％

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
応
急
処
置
を
し
て
、
一
刻
も
早
い
１
１

９
番
通
報
を
し
て
下
さ
い
。

集団がん検診（胃がん・子宮頸がん・乳がんは要予約） 市けんこう課（☎44・5006）

胃がん検診

子宮頸がん検診

 30日（火） 8：30～ 地域保健センター

 1日（月） 14：00～ 地域保健センター

 4日（木） 13：00～ 西庄公民館
 17日（水） 9：00～ 地域保健センター
  13:00～ 　　〃
 22日（月） 13:00～ 加茂公民館

乳がん検診

8日（月） 9：00～14：40
  東部・金山

結核・肺がん検診

暑い季節の外遊び

①涼しい時間帯を選ぶ
②遊ぶ場所を選ぶ
③休息場所を確保する

熱中症が気になり外へ出かけるのが心配です。夏でも外遊びをさせ
た方が良いですか？ （2歳児ママ）

小さい子どもは体温調節機能の発達が未熟なため、温度変化を受け
やすく、暑い環境では体温が上がり熱中症になりやすいと言われてい
ます。熱中症の予防の中には暑さに負けない身体づくりをすることが
挙げられます。
ついつい暑くなると外へ出かけることをためらってしまいますが、

それは逆効果です。暑さに慣らし、身体へ暑さへの耐久性を備えるこ
と、汗をかき体温を調節する機能を向上させることが熱中症の予防に
は必要です。かと言って炎天下で長時間遊べばよいと言うものではあ
りません。比較的涼しい時間帯を選んだり、日陰がある場所を選んだ
り、簡易テントなどを利用し休息場所を作るなど工夫しましょう。
また、帽子やラッシュガードの利用、日焼け止めの使用に加え、水

分は利尿作用があるカフェインが含まれないノンカフェインの物に変
更すること、外遊び後のシャワーも身体の火照りをとるには効果的な
のでお勧めします。
しっかり食事をとり、たっぷり休息し楽しく元気に夏を過ごしま

しょう。 （市こども課）

※場所：四国電力坂出事業所 ふれあいサロン

実技 講話
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1ヵ月間開催された瀬戸内国際芸術祭。閉幕を
迎えた5月26日、沙弥島会場ではクロージング
イベントが開かれ、ジャズ演奏とともに、沙弥
島おでんやうどんがふるまわれました。作家や
地域住民のかた、アート制作・運営に関わって
いただいたボランティアサポーターのかたと互
いの労をねぎら
い、再会を約束
しました。

締切

7
11アイドル（平成30年1～3月生まれのお子さま）・

ペット・キャラ弁・自慢の逸品のお写真を募集しています。

記入事項：住所・氏名（ペットの名前）・生年月日・連絡先・コメント（24文字以内）

※メールでも投稿していただけます。hisyokouhou@city.sakaide.lg.jp
■ 詳しくは、市秘書広報課（☎44・5000）へ

投稿写真
募集中！

「津島寿一杯囲碁まつり」が開かれ、子
どもから103歳の高齢者まで約160人
が静かな熱戦を元町名店街・本通り商
店街で繰り広げました。このほか、プロ
棋士による指導碁や初心者向け入門教
室も開かれました。

フードクラブ・ラウンドテーブル
（アナヒタ・ラズミ）

ヘリコプター特別遊覧飛行

ピボット
（マデライン・フリン＋ティム・ハンフリー）

瀬居町で瀬戸芸2019県内連携事業「神戸芸術工
科大学アートプロジェクト2019」が開催されまし
た。地元小中学生や地域住民と一緒に計画、制
作した作品や、古民家や使われなくなったゲート
ボール場を再生したアート作品が展示されました。
限定でオープンした瀬戸内・食処「竹ちゃん」で
は地域のかたがたが、瀬戸内の春の恵みがたく
さん詰まった島メシをふるまってくれました。

12島と港の物語 
回遊式アニメーション（蓮沼昌宏）

来場者がメッセージを
残してくれました！

絵本作家こが ようこさんをお招きし、 おは
なし会と講演会を開催しました。おはなし
会では、絵本のよみきかせやパネルシア
ターなど親子で一緒に楽しい時間を過ごし
ました。講演会では、語りかけることの大
切さについてご講演いただきました。

さかいで塩まつりでは、シンボル
の「メガ塩すべり台」やグルメ
ブースを楽しむ親子連れでにぎ
わいました。また、今年はスポー
ツクライミングの体験コーナーや
プロクライマーの大場美和さん
のトークショーがありました。

 海と森の守りびと（世田谷シルク）

一雫の海（南条嘉毅）

楽市楽座　　＠ＪＲ坂出駅前

こどもの日に市ゆかりの戦国武将 仙石秀久をしのんで「さか
いでセンゴクまつり」が開催されました。甲冑講座一期生の
作品展示、甲冑試着＆撮影会が行われたほか、「合戦じゃんけ
ん」大会で盛りあがりました。甲冑講座は今年度もすでに「兜
編」が開講中。夏には「鎧編」が開講される予定です。

緑のフェスティバルでサンゴジュ
やサクラなどの苗木無料配布が行
われました

観音寺信用金庫より高齢者福祉
推進のための寄付金が贈呈されま
した

世界ジュニア、アジアジュニア新体操選
手権大会に出場する喜田 未来乃選手
（坂出中2年）が市長を表敬訪問しました

「TEAMさかいでまろ」とは？
坂出市公認キャラクター「さかいでまろ」の
活動を通して、坂出市の魅力を広く多くのか
たに知ってもらうことを目的に、さかいでま
ろの普及、PRに関する事業を行っています。

TEAMさかいでまろ委員を
募集しています

（7月12日（金）締切）

市産業課にぎわい室　☎44・5015
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SAKAIDE

6月1日現在　（　）内は前月比
人口 51,284人（4）
男 24,523人（-3）
女 26,761人（7）

世帯 21,506世帯（20）
（5月）
出生 24人（-2）
死亡 71人（-8）
転入 180人（-55）
転出 129人（-100）

交通事故 32件（死者0人）
救急 320件
火災 7件

火災に関する放送内容は
45・4949で

防災行政無線の放送内容は
85・6131で

ご確認いただけます。

旅のスケッチ画家ごとうゆきさんが
描いた今月のスポットは「旧坂出港務
所」。商船の切符売り場や坂出港務所と
して昭和9年に建てられました。昭和
31年に港務所が移転した後、昭和46年
までは坂出海上保安署として使われま
した。昨年は、映画『BD～明智探偵事
務所～』のロケが行われるなど、撮影
スポットとしても人気です。車寄せの
柱や屋上のドームなど建築面でも見ど
ころが満載です。

今
年
も
熱
く
な
る
！

夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
大
集
合




